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　皆さん方の仕事は、楠林した場所の草刈りや枝打ちだそ

うです。もう、擁年以．ヒもこの仕事をやっている人もいる

とのことです。仕事で大変なことは作業する場漸が悪く、

そのほとんどが急斜面で危険が侍うことのようです亀

　仕事は、楽しいですかの間にぎこの仕事は、箪刈りした

あとがきれいになって気持ちがいいね一。それから、錘年

行くたびに杉の子が大きく青っているのを見ると、とって

も嬉しいよ、講とi議していました。

　また、楽しみにしていることのひとつ紀マムシを捕まえ

ることだそうで産今隼は陽気のせいで、余りい鷺くて寂し

いね。本当は、これを一番楽しみにしているんだが・…扁

と笑いながら語ってくれました。

覧i
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※広報に載せてほしくない方は翻繊のときに
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六
月
定
例
議
会

ー
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
ー

　
　
　
　
　
　
二
億
九
百
十
五
万
七
千
円
を
追
加

…
工
事
請
負
契
約
六
件
を
議
決
！

6月定例会　本会議

　
平
成
穴
年
第
四
回
の
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月
二
十
三
藏
。
二

十
四
沼
の
二
段
間
㎜
開
催
さ
れ
、
十
三
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
平
成
穴
年
度
一
般
会
欝
・
鰯
戻
健

康
保
険
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
特
馴
会
誹
な
ど
の
補
正
予
算
を

中
心
に
、
条
例
の
㎜
部
改
正
や
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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懸
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介
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。
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。
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千
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職
の
職
興
で
葬
常

勤
の
も
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費
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す
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正
す
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い
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案
町
決
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の
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勤
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。
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山
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・
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五

六
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購
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負
拠
額
（
課
税
葎
額
十
鰻
万
一
円
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上
の
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帯
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合
〉
八
蕎
八
十
円
を

九
欝
円
紅
改
定
す
る
も
の
で
す
。
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い
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酵
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簡
易
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潮
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の
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本
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金
、
メ
ー
タ
ー
使
爾
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、
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過
料
金

と
も
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
短
覇
使
絹
の
基
本
料
は

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

（
そ
の
弛
）

▽
中
立
山
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

聾
原
案
可
決

▽
新
潟
県
斎
町
村
職
翼
退
職
手
当
緯

合
を
緯
織
す
る
地
方
公
共
國
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

碧
原
案
可
決

▽
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
緩
禽
を
組

織
す
る
地
方
公
共
灘
体
の
数
の
増
減

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

慧
療
案
可
決

（
工
事
講
負
契
約
〉

　
五
千
万
円
以
上
の
工
事
講
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
麺
原
案
可
決

◎
酋
浦
懸
営
農
飲
雑
絹
水
施
設
建
設

第
三
次
工
事
（
第
｝
工
区
〉

・
工
蟹
畢
藷
…
負
金
額
　
　
六
千
二
十
五
“
力

　
五
千
円
（
溝
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
手
　
　
㈲
飯
塚
建
設

・
工
期
　
平
成
六
年
六
月
二
十
三
露

　
か
ら
平
成
六
犀
十
二
月
二
十
目
の

　
酉
八
十
臼
聞

◎
薩
浦
肥
営
農
飲
雑
薦
水
施
設
建
設

第
三
次
工
事
（
第
二
工
区
〉

・
工
一
畢
講
負
金
額
　
　
六
千
否
八
十
万

　
円
（
滴
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
乎
　
　
㈲
飯
塚
建
設

・
工
期
　
平
成
六
年
六
月
二
十
三
臼

　
か
ら
、
平
成
六
隼
十
二
月
二
十
総
の

　
颪
八
十
臼
闘

◎
湯
本
簡
易
水
道
浄
水
場
建
設
工
事

・
工
顛
愚
調
負
・
盆
額
　
　
六
千
七
糞
五
十

　
六
万
八
千
円
（
濾
費
税
禽
む
）

・
契
約
の
相
手
　
　
㈱
高
橋
綴

・
工
期
　
　
平
成
六
年
六
月
二
十
一
二
臼

　
か
ら
平
成
七
年
三
月
三
十
一
霞
の

　
二
葎
八
十
二
臼
問

◎
湯
本
簡
易
水
道
浄
水
施
設
、
電
餓

計
装
設
備
工
事

・
工
事
請
負
金
額
　
七
千
七
十
六
万

　
一
千
円
（
滴
費
税
禽
む
〉

・
契
約
の
相
手
　
水
道
機
工
株
式
会

　
歓
紙
潟
営
業
所

・
工
期
　
　
平
成
六
葎
六
一
月
二
十
三
類

　
か
ら
平
成
七
奪
三
月
蕊
十
　
日
の

　
二
、
酉
八
牽
二
日
問

◎
松
之
山
中
学
校
大
焼
模
改
修
工
事

・
ヱ
醐
畢
“
講
負
金
額
、
　
七
千
鶴
酉
六
十

　
七
万
五
千
円
（
淵
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
手
　
　
㈱
禺
橋
紹

・
工
期
…
　
平
成
六
年
六
〔
月
二
十
囲
獄

　
か
ら
平
成
六
年
十
月
二
十
」
臼
の

一般套誹補歴景算の
　　　　　　　　　　　垂なもの

臓　　葡

φ総　務　費
O　G地域総禽整簾事業貸懲登　　墨む¢，0㊤β辮朗

φ現　生　費

　O購縫会編搬脇議套補鍵幾　　　2，6GO垂賜

o億驚改逡費補跡盗　　　2，5⑪0灘賜
　Q老戴懇鱒の家修繕饗　　　　　2，605畢賜

φ藻麟氷産業擬

　O新農籾地域簸穆i綻進鮒策事業費礫会施

　　設霊事嚢・灘藩嵩〉　　　　5隻溺㌶緊周

　o農業活牲総維進薄策事業費（ふるさ＆隻

　　瀞鰍館繕築灘翻　　 編03断霞
　o森林地域総轡整備事業費（照菱立給氷施

　　設整備鑑事〉　　　　　　　　麺，鮪鯛繁彗

φ喬　滋　費

o温癖給湯暴管漏設鑑事費　3，鰯垂照

φ滋　栄　養
　Q進踏維持費｛瞬磁補修工事〉io，000華霞

　o遣鍵噺穀政撲薮
　　罵地灘量委託料　　　　　　3，50㊤幕霞

　　東媚藤倉聚氷越線舗装　　感15調00辮閥

　　東絹藤養蒸旗越線政良　　　i2薄0鱒禰

　　濯磁管移鞍補撹料　　　3，50蒔濁

　o騰殊政叢事業費
　　湯本兎顧線政災鑑事　　　　33調75畢賜

　　松代松鋤線故灘藤　酎㈱籔網
　　湯幽灘線改良玉事　　　　1蝦8，600千陽

　　立氷等補償費　　　　　　　　鵜600牽胃

　
、
勇
…
十
環
間

◎
懸
麦
立
給
水
施
設
工
事

・
工
禦
還
請
負
金
額
　
　
六
千
五
落
七
十

　
一
万
照
千
円
（
消
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
手
　
　
㈱
大
海
総

・
工
期
　
平
成
六
年
六
月
二
十
四
鷺

　
か
ら
平
成
六
難
十
二
月
二
十
β
の

　
欝
八
十
臼
闘

　
　
　
議

▽
人
権
擁
護
婁
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

鰭
原
案
採
択

▽
松
之
山
町
立
東
桝
小
学
校
の
体
蕎

館
鎌
の
改
良
工
事
に
関
す
る
講
願

鱈
総
務
蔑
生
委
翼
会
付
託

▽
義
務
教
育
費
麟
庫
負
担
翻
度
の
現

行
鋼
度
の
維
持
に
関
す
る
請
願

暮
原
案
採
決

▽
町
道
鏡
ケ
泣
線
の
改
畏
に
関
す
る

講
願
鷺
経
済
建
設
婁
貴
会
付
託

▽
地
域
林
業
の
活
性
化
と
蕎
田
営
林

署
の
存
続
を
求
め
る
陳
惰

賛
原
案
採
決

▽
多
目
的
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

穎
設
に
関
す
る
請
願

秘
総
務
罠
生
委
興
会
付
託

▽
米
・
農
業
を
守
リ
ガ
ッ
ト
農
業
禽

意
の
批
推
阻
止
を
求
め
る
講
願

鎚
原
案
採
決

▽
新
学
習
指
導
要
領
の
見
直
し
を
求

め
る
講
瀬
琵
総
務
戻
生
委
興
会
付
託

▽
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
。
ラ
ウ
ン

ド
禽
慧
の
麟
会
承
認
に
反
対
に
関
す

る
講
願
讐
原
案
採
決

▽
平
成
六
年
産
米
の
政
府
翼
入
緬
格

及
び
適
正
流
通
対
策
並
び
に
米
管
理

政
策
に
関
す
る
講
願
鶴
康
案
採
決

▽
酒
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
反
対
・

滴
費
税
廃
止
を
要
求
す
る
意
見
書
を

政
府
に
提
患
を
求
め
る
請
願

疑
総
務
罠
生
委
轟
会
付
託

、警猿

3



1
卜
卜
F

2

六
月
定
例
議
会

ー
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
ー

　
　
　
　
　
　
二
億
九
百
十
五
万
七
千
円
を
追
加

…
工
事
請
負
契
約
六
件
を
議
決
！

6月定例会　本会議

　
平
成
穴
年
第
四
回
の
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月
二
十
三
藏
。
二

十
四
沼
の
二
段
間
㎜
開
催
さ
れ
、
十
三
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
平
成
穴
年
度
一
般
会
欝
・
鰯
戻
健

康
保
険
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
特
馴
会
誹
な
ど
の
補
正
予
算
を

中
心
に
、
条
例
の
㎜
部
改
正
や
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
㎜
般
質
問
で
は
、
　
「
地
域
総
合
整
備
財
懸
の
活
馬
に
つ
い
て
し

「
住
宅
改
造
費
助
成
に
つ
い
て
」
「
干
ば
つ
対
策
に
つ
い
て
」
「
今

後
の
ゴ
ミ
処
理
対
策
に
つ
い
て
」
な
ど
、
四
人
の
議
貴
が
十
五
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
、

　
一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容
は
、
議
会
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
議
案
審
議
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
平
成
六
年
度
松
之
由
町
老
人
保
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
劉
会
誹
補
荒
予
算
（
第
一
回
）

（
予
算
麗
係
）

▽
平
成
六
年
度
松
之
出
購
｝
般
会
欝

補
庇
予
算
（
第
一
幽
）
軽
原
案
可
決

　
歳
入
磯
旛
と
も
二
億
九
薄
十
滋
万

七
．
季
円
を
追
加
し
、
総
額
蕊
確
闘
億

鰻
千
流
．
露
十
五
万
七
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
薫
な
も
の
は
甥
表
の
と
お
り
で
す
惨

▽
平
成
六
年
螂
櫃
松
之
由
阿
購
．
醐
罠
健
脳
康

保
険
特
甥
金
計
補
疋
予
算
ハ
第
一
回
）

疑
原
案
欝
決

　
璽
業
勘
定
は
歳
入
歳
綴
と
も
総
額

鵜
千
七
薄
篇
十
九
乃
　
軍
門
を
追
加

し
、
総
額
三
億
六
千
五
．
葎
八
十
三
万

八
予
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
薩
彫
勘
定
は
歳
入
歳
撫
と

も
総
額
一
千
欝
三
十
二
万
円
を
追
加

し
、
総
額
、
億
黒
千
蕎
二
十
九
万
．
、
一

千
円
と
な
り
ま
し
た
位

難
漂
案
可
決

　
歳
入
歳
出
と
も
総
額
七
鳶
五
十
七

万
照
千
円
を
追
糠
し
、
総
額
三
億
八

千
七
欝
二
十
コ
万
六
千
㎜
ロ
と
な
り
ま

し
た
。

▽
平
成
六
』
年
度
松
之
山
”
町
簡
皿
易
水
一
遜

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
醸
）

嚢
原
案
可
決

　
歳
入
歳
出
と
も
総
額
鴛
千
三
十
二

万
九
千
円
を
追
加
し
、
総
額
三
億
五

千
醤
三
十
工
万
九
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

▽
平
成
議
ハ
▲
年
度
松
之
撫
町
下
水
瓢
趣
璽
ツ

業
特
甥
会
欝
補
疋
予
簿
（
第
一
翻
）

藝
原
案
可
決

　
歳
入
歳
出
と
も
総
額
二
千
六
欝
八

十
七
万
照
一
攣
円
を
追
舶
し
＼
総
額
三

億
六
千
七
、
懲
六
十
万
八
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

〈
条
例
鴎
係
）

▽
松
之
山
町
特
劉
職
の
職
興
で
葬
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
粥
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
提
出
に
つ
い
て
彗
原
案
町
決

　
臨
の
非
鴬
勤
特
甥
職
（
掌
校
眼
科

蓬
緬
、
学
校
葺
鼻
科
医
師
）
を
新
た

に
加
え
た
も
の
で
す
。

▽
松
之
山
町
圏
罠
健
康
保
険
税
条
働

の
一
部
を
改
疋
す
る
条
例
の
提
磯
に

つ
い
て
蕪
簾
案
可
決

　
松
之
山
購
團
罠
健
康
保
険
税
率
の

所
得
割
を
縢
・
九
七
％
か
ら
烈
・
五

六
％
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

▽
松
之
由
購
家
庭
奉
仕
興
派
遣
に
伴

う
費
嗣
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
薫
す

る
条
例
の
提
繊
に
つ
い
て
賛
厭
案
可

決　
家
庭
奉
仕
興
派
遺
に
弾
う
利
粥
煮

負
拠
額
（
課
税
葎
額
十
鰻
万
一
円
以

上
の
盤
帯
の
場
合
〉
八
蕎
八
十
円
を

九
欝
円
紅
改
定
す
る
も
の
で
す
。

▽
松
之
山
購
簡
易
水
道
条
例
の
ハ
部

を
改
正
す
る
条
携
の
提
出
に
つ
い
て

酵
原
案
可
決

　
簡
易
水
遵
使
潮
料
の
巾
の
基
本
料

金
、
メ
ー
タ
ー
使
爾
料
、
超
過
料
金

と
も
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
短
覇
使
絹
の
基
本
料
は

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

（
そ
の
弛
）

▽
中
立
山
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

聾
原
案
可
決

▽
新
潟
県
斎
町
村
職
翼
退
職
手
当
緯

合
を
緯
織
す
る
地
方
公
共
國
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

碧
原
案
可
決

▽
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
緩
禽
を
組

織
す
る
地
方
公
共
灘
体
の
数
の
増
減

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

慧
療
案
可
決

（
工
事
講
負
契
約
〉

　
五
千
万
円
以
上
の
工
事
講
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
麺
原
案
可
決

◎
酋
浦
懸
営
農
飲
雑
絹
水
施
設
建
設

第
三
次
工
事
（
第
｝
工
区
〉

・
工
蟹
畢
藷
…
負
金
額
　
　
六
千
二
十
五
“
力

　
五
千
円
（
溝
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
手
　
　
㈲
飯
塚
建
設

・
工
期
　
平
成
六
年
六
月
二
十
三
露

　
か
ら
平
成
六
犀
十
二
月
二
十
目
の

　
酉
八
十
臼
聞

◎
薩
浦
肥
営
農
飲
雑
薦
水
施
設
建
設

第
三
次
工
事
（
第
二
工
区
〉

・
工
一
畢
講
負
金
額
　
　
六
千
否
八
十
万

　
円
（
滴
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
乎
　
　
㈲
飯
塚
建
設

・
工
期
　
平
成
六
年
六
月
二
十
三
臼

　
か
ら
、
平
成
六
隼
十
二
月
二
十
総
の

　
颪
八
十
臼
闘

◎
湯
本
簡
易
水
道
浄
水
場
建
設
工
事

・
工
顛
愚
調
負
・
盆
額
　
　
六
千
七
糞
五
十

　
六
万
八
千
円
（
濾
費
税
禽
む
）

・
契
約
の
相
手
　
　
㈱
高
橋
綴

・
工
期
　
　
平
成
六
年
六
月
二
十
一
二
臼

　
か
ら
平
成
七
年
三
月
三
十
一
霞
の

　
二
葎
八
十
二
臼
問

◎
湯
本
簡
易
水
道
浄
水
施
設
、
電
餓

計
装
設
備
工
事

・
工
事
請
負
金
額
　
七
千
七
十
六
万

　
一
千
円
（
滴
費
税
禽
む
〉

・
契
約
の
相
手
　
水
道
機
工
株
式
会

　
歓
紙
潟
営
業
所

・
工
期
　
　
平
成
六
葎
六
一
月
二
十
三
類

　
か
ら
平
成
七
奪
三
月
蕊
十
　
日
の

　
二
、
酉
八
牽
二
日
問

◎
松
之
山
中
学
校
大
焼
模
改
修
工
事

・
ヱ
醐
畢
“
講
負
金
額
、
　
七
千
鶴
酉
六
十

　
七
万
五
千
円
（
淵
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
手
　
　
㈱
禺
橋
紹

・
工
期
…
　
平
成
六
年
六
〔
月
二
十
囲
獄

　
か
ら
平
成
六
年
十
月
二
十
」
臼
の

一般套誹補歴景算の
　　　　　　　　　　　垂なもの

臓　　葡

φ総　務　費
O　G地域総禽整簾事業貸懲登　　墨む¢，0㊤β辮朗

φ現　生　費

　O購縫会編搬脇議套補鍵幾　　　2，6GO垂賜

o億驚改逡費補跡盗　　　2，5⑪0灘賜
　Q老戴懇鱒の家修繕饗　　　　　2，605畢賜

φ藻麟氷産業擬

　O新農籾地域簸穆i綻進鮒策事業費礫会施

　　設霊事嚢・灘藩嵩〉　　　　5隻溺㌶緊周

　o農業活牲総維進薄策事業費（ふるさ＆隻

　　瀞鰍館繕築灘翻　　 編03断霞
　o森林地域総轡整備事業費（照菱立給氷施

　　設整備鑑事〉　　　　　　　　麺，鮪鯛繁彗

φ喬　滋　費

o温癖給湯暴管漏設鑑事費　3，鰯垂照

φ滋　栄　養
　Q進踏維持費｛瞬磁補修工事〉io，000華霞

　o遣鍵噺穀政撲薮
　　罵地灘量委託料　　　　　　3，50㊤幕霞

　　東媚藤倉聚氷越線舗装　　感15調00辮閥

　　東絹藤養蒸旗越線政良　　　i2薄0鱒禰

　　濯磁管移鞍補撹料　　　3，50蒔濁

　o騰殊政叢事業費
　　湯本兎顧線政災鑑事　　　　33調75畢賜

　　松代松鋤線故灘藤　酎㈱籔網
　　湯幽灘線改良玉事　　　　1蝦8，600千陽

　　立氷等補償費　　　　　　　　鵜600牽胃

　
、
勇
…
十
環
間

◎
懸
麦
立
給
水
施
設
工
事

・
工
禦
還
請
負
金
額
　
　
六
千
五
落
七
十

　
一
万
照
千
円
（
消
費
税
含
む
）

・
契
約
の
相
手
　
　
㈱
大
海
総

・
工
期
　
平
成
六
年
六
月
二
十
四
鷺

　
か
ら
平
成
六
難
十
二
月
二
十
β
の

　
欝
八
十
臼
闘

　
　
　
議

▽
人
権
擁
護
婁
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

鰭
原
案
採
択

▽
松
之
山
町
立
東
桝
小
学
校
の
体
蕎

館
鎌
の
改
良
工
事
に
関
す
る
講
願

鱈
総
務
蔑
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義
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▽
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▽
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決

▽
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瀬
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讐
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滴
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国
保
制
度
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
國
繰
は
、
私
た
ち
が
病
餓
や
ケ
ガ

を
し
た
と
き
安
心
し
て
、
医
緬
に
か
か

れ
る
よ
う
、
私
た
ち
の
健
康
を
響
っ

て
く
れ
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
大
切
な
制
度
は
、
欝
さ
ん
の

協
力
や
理
解
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
健

全
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
國
保
割
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
保
険
税
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
税
は
國

の
補
助
金
な
ど
と
と
も
に
、
薩
療
費

や
助
産
費
、
葬
藤
費
な
ど
の
総
付
費

用
と
し
て
用
い
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
健

康
を
守
る
た
め
の
医
療
費
の
貴
藁
な

財
源
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
税
の
額
は
、
基
添
的
に
は
そ

の
犀
の
医
療
費
が
ど
の
く
）
い
に
な

る
か
を
予
測
し
た
う
え
で
税
額
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
え
れ
ば
当
然
保
険
税

も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
罎
畷
か
ら
健
康
に
心
が

け
、
医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は

被
保
険
蕎
の
義
務
で
す
。
納
め
な
い

人
が
い
る
と
地
の
加
入
者
に
迷
惑
が

か
か
る
だ
け
で
な
く
、
圏
保
の
事
業

運
営
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
期
日
ど
お
り
に
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
A
ア
葬
度
の
疋
式
な
保
険
税
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
税
率
は
、
所
得
割
が
五
・
五
六
％
、

資
産
襯
剖
が
五
七
・
八
黒
％
、
均
等
割

が
二
三
、
三
〇
〇
円
、
平
等
翻
が
二

八
、
五
〇
〇
円
で
す
。
昨
年
と
比
べ

所
響
罰
が
○
・
五
九
％
増
え
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
診
療
報
醐
の
改
定
と
賦

諜
総
額
確
保
の
た
め
で
す
．
資
産
翻
、

均
等
翻
は
昨
年
度
と
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

七
月
か
ら

新
し
い
保
険
税

　
七
月
か
ら
新
し
い
保
険
税
の
納
付

書
が
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
屈
け
ら

れ
ま
す
が
、
今
年
度
の
税
額
を
決
め

る
税
率
は
溺
表
の
と
お
り
で
、
こ
れ

ら
四
つ
の
合
計
額
が
今
年
度
の
保
険

税
で
す
。

　
～
盤
帯
当
た
り
の
年
闘
保
険
税
の

闘
獲
筒
限
度
額
は
五
十
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
擬
得
の
低
い
世
帯
は
保
険

税
が
軽
滅
さ
れ
ま
す
。

平成6年度國保税率表劉衰
愚　朋

墜　　　分 税　　　率 説　　　　　　鯛

所　得　割 翫56／1。。 所得金額
　1万円に対し556円

資　産　割 5乳83／1。。 闘定資産税額
　虹万円に対し5，783円

均　等　割 23，300円
加入蕎笈人分
　2人の場禽は46，600円

平　等　割 28，500円 1量帯当た虹）

1人当たりの医療費の推移図一三

保
険
証
の

更
新
に
つ
い
て

　
九
月
｝
臼
か
ら
麟
蔑
健
康
保
険
の

保
険
証
と
退
職
者
制
度
の
保
険
証
が

「
習
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
の
「
ク
リ
ー
ム
魯
島
の
保

険
証
は
、
八
月
三
牽
～
臼
か
ぎ
り
で

使
常
で
き
ま
せ
ん
の
で
濾
慧
し
て
く

だ
さ
い
。

　
更
新
は
、
八
月
来
に
集
落
総
代
さ

ん
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

　
漉
　
麟
・
轡
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方
も
購
時
に
更
新
し
ま
す
像

　
　
　
　
）
　
〉

664，862

ノ嵩人（薗）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　573，573
60㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一－老人（駆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　！〆紳　　！…老人く繋
　　565筆254　　　　－乙一〆’”565・739
50…＿、、、．、づジ∫グ　　　　　／騰1男）
　　　　　デげド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　456ラを4　　　　　　　　　／

こ
ん
な
時
は

届
出
を
忘
れ
ず
に

◎
敏
会
保
険
な
ど
勉
の
保
険
に
加
入

　
し
た
と
き

◎
交
通
事
故
く
第
三
餐
行
為
）
に
よ

　
り
診
療
を
受
け
た
と
き

◎
保
険
証
を
紛
失
し
た
と
き

◎
遠
鴎
地
に
住
む
人
が
出
た
と
き

な
ど
で
す
。

　
屡
出
は
、
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
｝　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32雀，352
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　退職（國）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〆
舗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　，、／一退職（県）

25S・232　　　　！イニー…一一’一一　　283，嘆78
229，膨、｝一一一一つグ“　　　　！蓉人（町）
一
2
」
馬

奮一／　　．＿’／／｛62耀蓬346
鴇o力　＿．イニでで二一一一・一一一一響炎1翻

鷹雛一一一曹一御一　　　　　　　悩，ア36
』一　猶3，0唾フ

4年3

国民健康保険制度のじくみ

　国昆健康簾険のじくみは、蕃魍のまうに欝っ竃頓まず。

　被傑験溝獄，緩療彪かがった嬢禰の一鶴負鐙金3割（退職餐薩療糊度の該灘轡は2

割又は3割）を支拡うだけで、残りの7割は憬瞳轡が負鰻鞍まず⇔

報
簿
す
る

鷹
療
叢
の
額
を
決
簸
し

保険税を納める 【
　　　　　　　　　　　　　職

鷹礪臓藤＼

■

〆
魏

　　　　籔煮

　　緩
i鎌

　／／〆

　鋸
瀦

嚢

璽
麟

冶
療
嘆
る

部
負
撞
金
を
支
払
う

　醗鷺繋愚嶽、　曜療機闘｝

践療嚢の鎧撞

　保険奮賛握7G％ 被像険惹負糧30驚

圏罐負握金35驚傑醐眠税）35箔

2
皿
元63

（万円）

　　　アo

40

30

20

雪o

o

医
療
費
の
節
約
に
心
が
け

保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ご
う

　
一
入
一
人
が
必
要
な
と
き
、
本
当

に
必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん
を
転
々

と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク
ス
リ
ね
だ

り
を
す
る
よ
う
な
ム
ダ
な
緩
療
費
を

使
わ
な
い
よ
う
に
し
濠
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
深
夜
・
体
臼
・
時
間
外
受

診
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
お
互
い
に

気
を
つ
け
薦
療
費
の
簿
約
・
健
康
に

心
が
け
、
保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
Q

お
気
軽
に

問
い
合
せ
を

　
國
戻
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
の
保

険
で
す
。
保
険
税
の
こ
と
、
蓬
療
嚢

の
こ
と
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

》
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ

ゼ
く
だ
さ
い
。

　
役
場
　
住
畏
課
福
祉
係

　
　
燈
ε
ー
3
霊
3
1
内
線
5
6

5
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国民健康保険制度のじくみ

　国昆健康簾険のじくみは、蕃魍のまうに欝っ竃頓まず。

　被傑験溝獄，緩療彪かがった嬢禰の一鶴負鐙金3割（退職餐薩療糊度の該灘轡は2

割又は3割）を支拡うだけで、残りの7割は憬瞳轡が負鰻鞍まず⇔

報
簿
す
る

鷹
療
叢
の
額
を
決
簸
し

保険税を納める 【
　　　　　　　　　　　　　職

鷹礪臓藤＼

■

〆
魏

　　　　籔煮

　　緩
i鎌

　／／〆

　鋸
瀦

嚢

璽
麟

冶
療
嘆
る

部
負
撞
金
を
支
払
う

　醗鷺繋愚嶽、　曜療機闘｝

践療嚢の鎧撞

　保険奮賛握7G％ 被像険惹負糧30驚

圏罐負握金35驚傑醐眠税）35箔

2
皿
元63

（万円）

　　　アo

40

30

20

雪o

o

医
療
費
の
節
約
に
心
が
け

保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ご
う

　
一
入
一
人
が
必
要
な
と
き
、
本
当

に
必
要
な
治
療
が
十
分
に
受
け
ら
れ

る
た
め
に
も
、
お
医
者
さ
ん
を
転
々

と
し
た
り
、
不
必
要
な
ク
ス
リ
ね
だ

り
を
す
る
よ
う
な
ム
ダ
な
緩
療
費
を

使
わ
な
い
よ
う
に
し
濠
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
深
夜
・
体
臼
・
時
間
外
受

診
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
お
互
い
に

気
を
つ
け
薦
療
費
の
簿
約
・
健
康
に

心
が
け
、
保
険
税
の
値
上
げ
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
Q

お
気
軽
に

問
い
合
せ
を

　
國
戻
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん
の
保

険
で
す
。
保
険
税
の
こ
と
、
蓬
療
嚢

の
こ
と
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

》
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ

ゼ
く
だ
さ
い
。

　
役
場
　
住
畏
課
福
祉
係

　
　
燈
ε
ー
3
霊
3
1
内
線
5
6
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町
民
の
生
命
と
財
産
は

　
　
　
私
た
ち
が
守
り
ま
す

　
　
　
　
　
六
月
十
二
服
、
　
夜
七
蒔
か
ら
町
罠

　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
で
町
溝
防
懸
の
半
鷺
講
習

　
　
　
　
　
が
行
わ
れ
ま
し
た
億

　
　
　
　
　
　
開
講
式
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
照
辺

　
　
　
　
　
消
防
鰯
長
が
、
「
消
防
掻
活
動
で
は
、

　
　
　
　
　
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
そ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、
住
昆

司
雛
護
警
だ
さ
．
、

　
　
　
　
　
　
訓
練
で
は
、
松
之
山
分
選
所
か
ら

「
「
騨
饗
雛
懸
雛

コ
雛
餓
聯
鷲

「
「
「閾可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
十
六
旧
、
こ
の
研
は
三
十
年

葡
に
「
新
潟
地
震
」
が
あ
っ
た
段
で

す
。
町
消
防
臨
で
は
、
萩
潟
地
震
か

ら
三
十
年
霞
の
こ
の
鷺
、
地
震
に
よ

る
火
災
発
生
な
ど
を
想
定
し
て
の
消

防
想
定
演
習
を
町
内
三
地
域
で
実
施

し
ま
し
た
。

　
各
地
域
と
も
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で

消
防
衝
が
出
動
し
、
累
早
い
ホ
ー
ス

展
開
や
ポ
ン
プ
操
作
で
一
斉
放
水
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
六
〔
月
十
九
田
に
北
浦
園
で

火
災
が
発
生
し
、
無
火
災
記
録
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
濠
し
た
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
濠
恵
し
、

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

こ
れ
で
“
ひ
と
安
心
”

健
康
チ
ェ
ッ
ク
お
わ
る

　
六
月
十
三
β
か
ら
十
七
簸
ま
で
の

五
嚴
問
、
町
昆
体
育
館
で
町
総
合
検

診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
検
診
の
期
聞
中
、
基
本
検
診

に
は
約
一
、
五
〇
〇
名
の
方
か
ら
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
で
十
一
年
目
を
迎
え
た
総
禽

検
診
も
、
町
幾
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
受
診
率
も
上
が
っ

て
き
て
い
ま
す
、

　
ま
た
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
健
康

へ
の
関
心
も
郊
々
高
ま
っ
て
お
り
、

、
　
圃

単
期
発
見
・
早
朗
治
療
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
検
診
を
受
け
に
き
た
方
は
「
仕
事

も
忙
し
い
け
れ
ど
、
自
分
の
大
切
な

体
な
の
で
一
年
に
一
回
は
こ
こ
に
き

て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
安
心
で
き
る
ん
で
す
よ
P

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
検
診
の
結
果
は
、
後
田
皆
さ
ん
に

ご
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
結
果
を
踏

ま
え
て
保
健
婦
が
健
康
相
談
や
訪
問

撮
奪
を
行
う
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
の
若
い
力
に

地
元
は
期
待
し
て
ま
す

　
六
月
二
十
五
日
、
大
厳
寺
編
原
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
希
望
館
で
、
地
元
企
業

求
人
説
明
会
が
醐
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
今
年
が
四
年
目
で
、

安
塚
高
校
松
之
山
分
校
の
ご
協
力
に

よ
り
、
毎
年
こ
の
聴
麹
に
三
年
生
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
醸
、
説
開
会
に
参
舶
し
た
企
業

及
び
事
業
所
は
十
｝
社
で
し
た
が
、

事
前
に
調
資
し
た
町
内
求
人
餐
数
は
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
倉
め

る
と
六
十
吸
名
も
あ
り
ま
し
た
．

　
企
業
代
表
餐
は
、
若
い
パ
ワ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
國

我
が
社
に
と
各
祇
と
も
そ
れ
ぞ
れ
特

色
を
編
し
な
が
ら
企
業
説
明
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
三
年
生
三
十

二
名
（
男
十
六
名
、
女
十
六
名
）
は
、

各
纂
業
所
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
説
明
を
聞
い
た
蕩
校
生
は
「
地
元

企
樂
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
説
明
会
に
慮
席
し
企
樂

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
町
と
企
業
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
も
感
じ
ま
し

た
一
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
ひ

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
地
元
に
就
職
を
！

”
稲
作
”
危
機
一
髪

　
　
　
　
　
稲
作
へ
の
被
害
最
少
限
に

　
春
か
ら
の
異
常
な
少
雨
が
続
い
た

当
跡
で
も
、
闘
櫨
え
繭
の
水
顯
の
水

不
足
と
そ
の
後
の
水
不
規
で
～
部
の

地
域
で
被
書
が
で
象
し
た
。

　
特
に
三
雀
地
区
で
は
、
水
磁
に
鷺

セ
ン
チ
ほ
ど
の
ヒ
ビ
割
れ
が
生
じ
る

な
ど
し
た
た
め
、
獺
作
へ
の
悪
影
響

は
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
六
月
六
段
に

、

干
ば
つ
紺
策
本
部
を
役
場
に
設
置
し
、

そ
の
対
策
に
あ
た
り
水
不
足
で
悩
ん

で
い
る
農
家
紅
対
し
て
、
小
型
ぷ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
國

プ
貸
し
出
し
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま

し
た
．
ま
た
、
水
不
星
が
特
に
深
刻

だ
っ
た
三
雀
地
匿
の
道
路
条
件
の
良

い
圃
場
で
は
、
生
コ
ン
車
で
水
を
運

ん
だ
り
、
松
口
や
藤
原
藥
落
で
は
溝

防
ポ
ン
プ
に
よ
り
、
川
か
ら
水
照
に

水
を
引
き
込
む
な
ど
し
て
水
不
足
に

対
応
し
ま
し
た
。

　
六
月
十
闘
臼
に
な
っ
て
、
闘
月
以

降
久
し
ぶ
り
に
ま
と
ま
っ
た
降
爾
量

が
あ
り
、
そ
の
た
め
現
筏
は
大
き
な

被
警
と
は
な
ら
ず
に
済
ん
で
い
ま
す
．

　
干
ば
つ
の
被
審
は
郡
内
で
も
で
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
は
当
町
が
最

も
被
霧
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
水
稲
へ
の
被
薯
は
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
）

過糞3葎間の降水鷺
　　　　　　　　　　　　閣職4葎

　　　　　　　　　　　　口職5年

　　　　　　　　　　　　圏職6無

（※6臼分は各年とも
　20臼窪での降水獺

か
っ
た
も
の
の
畦
な
ど
へ
の
被
審
が

あ
り
、
来
無
の
作
付
け
に
肉
け
て
の

対
応
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
書
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
作
付
け
面
積
　
　
　
　
四
セ
○
㎞

◎
う
ち
照
櫨
え
不
能
爾
積
　
　
躍
無

◎
ヒ
ビ
割
れ
・
水
不
建
霞
　
圏
駕
段6角5角4月

200一

怖o

壌00

50

o

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
知
識

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

　
　
国
民
年
金
の
届
出
は
お
済
で
す
か
．
．
．

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳
末
満
の
サ
ラ

リ
…
マ
ン
の
輿
さ
ん
で
、
ご
窯
人
の

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い

る
方
は
、
麟
民
年
金
の
第
三
弩
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
麟
出
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
屈
出
を
し
て
い
る

方
で
も
次
の
場
合
紅
は
被
保
険
者
の

種
甥
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
麟
嶺
が

必
要
で
す
。

◎
ご
主
人
が
退
職
や
転
職
を
し
た
と

き◎
輿
さ
ん
臼
身
が
会
祇
に
勤
め
る
よ

　
う
に
な
っ
て
、
摩
生
年
金
に
加
入

　
し
た
と
き

◎
墨
さ
ん
自
身
の
収
入
が
増
え
て
、

　
ご
主
人
の
被
扶
養
煮
で
な
く
な
っ

　
た
と
き

　
屈
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
隼
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
役

場
の
窓
鑓
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
た
ら

国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
老
齢
橿
祉
隼
金
を
受
け
て
い
る
方

は
八
月
に
葎
金
を
受
け
取
ら
れ
た
ら

必
ず
圏
昆
年
金
証
欝
を
役
場
に
擬
出

し
ま
し
ょ
う
。
提
出
し
な
い
と
次
の

支
払
期
紅
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な

い
よ
う
¢
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
他
の
公
的
年
金
（
解
生
年

金
や
恩
給
等
〉
も
い
っ
し
ょ
に
受
け

て
い
る
方
は
、
公
的
年
金
の
「
年
金

額
改
定
通
知
叢
」
が
騒
き
次
第
、
國

毘
館
金
証
書
に
添
え
て
役
場
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
麟
罠
年
金
に
っ
い
て
の
お
閥
い
合

わ
せ
は
、
住
艮
謙
圏
艮
年
金
係
ま
で

　
費
6
…
3
1
3
1
〈
内
線
5
4
〉
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懸
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ま
し
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開
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式
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中
で
照
辺

　
　
　
　
　
消
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鰯
長
が
、
「
消
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活
動
で
は
、

　
　
　
　
　
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
大
切
で
す
。
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の
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、
住
昆

司
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護
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、
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圃

の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
月
十
六
旧
、
こ
の
研
は
三
十
年

葡
に
「
新
潟
地
震
」
が
あ
っ
た
段
で

す
。
町
消
防
臨
で
は
、
萩
潟
地
震
か

ら
三
十
年
霞
の
こ
の
鷺
、
地
震
に
よ

る
火
災
発
生
な
ど
を
想
定
し
て
の
消

防
想
定
演
習
を
町
内
三
地
域
で
実
施

し
ま
し
た
。

　
各
地
域
と
も
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で

消
防
衝
が
出
動
し
、
累
早
い
ホ
ー
ス

展
開
や
ポ
ン
プ
操
作
で
一
斉
放
水
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
六
〔
月
十
九
田
に
北
浦
園
で

火
災
が
発
生
し
、
無
火
災
記
録
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
濠
し
た
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
濠
恵
し
、

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

こ
れ
で
“
ひ
と
安
心
”

健
康
チ
ェ
ッ
ク
お
わ
る

　
六
月
十
三
β
か
ら
十
七
簸
ま
で
の

五
嚴
問
、
町
昆
体
育
館
で
町
総
合
検

診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
検
診
の
期
聞
中
、
基
本
検
診

に
は
約
一
、
五
〇
〇
名
の
方
か
ら
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
で
十
一
年
目
を
迎
え
た
総
禽

検
診
も
、
町
幾
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
受
診
率
も
上
が
っ

て
き
て
い
ま
す
、

　
ま
た
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
健
康

へ
の
関
心
も
郊
々
高
ま
っ
て
お
り
、

、
　
圃

単
期
発
見
・
早
朗
治
療
が
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
検
診
を
受
け
に
き
た
方
は
「
仕
事

も
忙
し
い
け
れ
ど
、
自
分
の
大
切
な

体
な
の
で
一
年
に
一
回
は
こ
こ
に
き

て
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
安
心
で
き
る
ん
で
す
よ
P

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
検
診
の
結
果
は
、
後
田
皆
さ
ん
に

ご
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
結
果
を
踏

ま
え
て
保
健
婦
が
健
康
相
談
や
訪
問

撮
奪
を
行
う
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
の
若
い
力
に

地
元
は
期
待
し
て
ま
す

　
六
月
二
十
五
日
、
大
厳
寺
編
原
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
希
望
館
で
、
地
元
企
業

求
人
説
明
会
が
醐
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
今
年
が
四
年
目
で
、

安
塚
高
校
松
之
山
分
校
の
ご
協
力
に

よ
り
、
毎
年
こ
の
聴
麹
に
三
年
生
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
醸
、
説
開
会
に
参
舶
し
た
企
業

及
び
事
業
所
は
十
｝
社
で
し
た
が
、

事
前
に
調
資
し
た
町
内
求
人
餐
数
は
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
倉
め

る
と
六
十
吸
名
も
あ
り
ま
し
た
．

　
企
業
代
表
餐
は
、
若
い
パ
ワ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
國

我
が
社
に
と
各
祇
と
も
そ
れ
ぞ
れ
特

色
を
編
し
な
が
ら
企
業
説
明
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
三
年
生
三
十

二
名
（
男
十
六
名
、
女
十
六
名
）
は
、

各
纂
業
所
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
説
明
を
聞
い
た
蕩
校
生
は
「
地
元

企
樂
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
説
明
会
に
慮
席
し
企
樂

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
町
と
企
業
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
も
感
じ
ま
し

た
一
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
ひ

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
地
元
に
就
職
を
！

”
稲
作
”
危
機
一
髪

　
　
　
　
　
稲
作
へ
の
被
害
最
少
限
に

　
春
か
ら
の
異
常
な
少
雨
が
続
い
た

当
跡
で
も
、
闘
櫨
え
繭
の
水
顯
の
水

不
足
と
そ
の
後
の
水
不
規
で
～
部
の

地
域
で
被
書
が
で
象
し
た
。

　
特
に
三
雀
地
区
で
は
、
水
磁
に
鷺

セ
ン
チ
ほ
ど
の
ヒ
ビ
割
れ
が
生
じ
る

な
ど
し
た
た
め
、
獺
作
へ
の
悪
影
響

は
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
六
月
六
段
に

、

干
ば
つ
紺
策
本
部
を
役
場
に
設
置
し
、

そ
の
対
策
に
あ
た
り
水
不
足
で
悩
ん

で
い
る
農
家
紅
対
し
て
、
小
型
ぷ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
國

プ
貸
し
出
し
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま

し
た
．
ま
た
、
水
不
星
が
特
に
深
刻

だ
っ
た
三
雀
地
匿
の
道
路
条
件
の
良

い
圃
場
で
は
、
生
コ
ン
車
で
水
を
運

ん
だ
り
、
松
口
や
藤
原
藥
落
で
は
溝

防
ポ
ン
プ
に
よ
り
、
川
か
ら
水
照
に

水
を
引
き
込
む
な
ど
し
て
水
不
足
に

対
応
し
ま
し
た
。

　
六
月
十
闘
臼
に
な
っ
て
、
闘
月
以

降
久
し
ぶ
り
に
ま
と
ま
っ
た
降
爾
量

が
あ
り
、
そ
の
た
め
現
筏
は
大
き
な

被
警
と
は
な
ら
ず
に
済
ん
で
い
ま
す
．

　
干
ば
つ
の
被
審
は
郡
内
で
も
で
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
は
当
町
が
最

も
被
霧
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
水
稲
へ
の
被
薯
は
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
）

過糞3葎間の降水鷺
　　　　　　　　　　　　閣職4葎

　　　　　　　　　　　　口職5年

　　　　　　　　　　　　圏職6無

（※6臼分は各年とも
　20臼窪での降水獺

か
っ
た
も
の
の
畦
な
ど
へ
の
被
審
が

あ
り
、
来
無
の
作
付
け
に
肉
け
て
の

対
応
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
書
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
作
付
け
面
積
　
　
　
　
四
セ
○
㎞

◎
う
ち
照
櫨
え
不
能
爾
積
　
　
躍
無

◎
ヒ
ビ
割
れ
・
水
不
建
霞
　
圏
駕
段6角5角4月

200一

怖o

壌00

50

o

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
知
識

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

　
　
国
民
年
金
の
届
出
は
お
済
で
す
か
．
．
．

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳
末
満
の
サ
ラ

リ
…
マ
ン
の
輿
さ
ん
で
、
ご
窯
人
の

健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い

る
方
は
、
麟
民
年
金
の
第
三
弩
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
麟
出
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
屈
出
を
し
て
い
る

方
で
も
次
の
場
合
紅
は
被
保
険
者
の

種
甥
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
麟
嶺
が

必
要
で
す
。

◎
ご
主
人
が
退
職
や
転
職
を
し
た
と

き◎
輿
さ
ん
臼
身
が
会
祇
に
勤
め
る
よ

　
う
に
な
っ
て
、
摩
生
年
金
に
加
入

　
し
た
と
き

◎
墨
さ
ん
自
身
の
収
入
が
増
え
て
、

　
ご
主
人
の
被
扶
養
煮
で
な
く
な
っ

　
た
と
き

　
屈
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
隼
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
役

場
の
窓
鑓
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
た
ら

国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
老
齢
橿
祉
隼
金
を
受
け
て
い
る
方

は
八
月
に
葎
金
を
受
け
取
ら
れ
た
ら

必
ず
圏
昆
年
金
証
欝
を
役
場
に
擬
出

し
ま
し
ょ
う
。
提
出
し
な
い
と
次
の

支
払
期
紅
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な

い
よ
う
¢
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
他
の
公
的
年
金
（
解
生
年

金
や
恩
給
等
〉
も
い
っ
し
ょ
に
受
け

て
い
る
方
は
、
公
的
年
金
の
「
年
金

額
改
定
通
知
叢
」
が
騒
き
次
第
、
國

毘
館
金
証
書
に
添
え
て
役
場
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
麟
罠
年
金
に
っ
い
て
の
お
閥
い
合

わ
せ
は
、
住
艮
謙
圏
艮
年
金
係
ま
で

　
費
6
…
3
1
3
1
〈
内
線
5
4
〉
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まもなく花が咲きます

道路沿いの花壇づくり
　今駕も、購老人クラブの皆さんが中心とな

って、騰内の道路沿いの花壇づくりと花の蕾

櫨えが行われました。

　今年は、約2万本の花の苗が植えられまし

た。花の管理は大変ですが、老人クラブの皆

さんのおかげできれいな美しい町づくり運動

が行われています。

　まもなく町内のあちこちで美しい花が咲き

乱れ、私たちの目を楽しませてくれるでしょうQ

地
震
だ
！
火
災
だ
！

松
之
山
小
学
校
で
避
難
翻
練

　
六
月
十
六
鶏
、
松
之
山
小
学
校
で

避
難
酬
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
二
蒔
十
二
分
、
地
．
震
発
焦
の

非
常
サ
イ
レ
ン
と
校
内
放
送
轡
、
避
難

命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
．

　
続
い
ず
、
「
給
食
窒
か
　
出
火
し
豪

し
た
。
選
難
し
て
く
だ
さ
い
凶
の
二

隣
目
の
避
難
命
令
が
患
さ
れ
る
と
、

先
焦
の
誘
奪
で
艶
童
た
婁
は
ハ
ン
カ

チ
で
口
を
お
さ
え
な
が
ら
、
葬
鴬
隣

段
か
ら
次
々
に
駆
け
降
り
避
難
燃
所

へ
と
避
難
し
ま
し
た
．

　
晃
童
の
皆
さ
ん
は
、
先
生
の
指
示

に
従
い
な
が
ら
速
や
か
に
そ
し
て
安

全
は
避
難
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
温
は
購
消
防
溺
の
地

域
想
定
演
習
が
岡
蒔
に
行
わ
れ
、
避

難
場
斯
で
お
父
さ
ん
た
ち
の
潮
防
翻

練
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
松
璽
小
学
校
竹
の
子
兇
童
会
で
は
、
P
T

A
補
導
委
、
轟
会
と
…
緒
に
カ
を
禽
わ
せ
て
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
看
板
を
作
成
し
、

こ
の
ほ
ど
地
域
の
三
力
瞬
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
標
藷
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
考
え
そ
し
て

書
き
上
げ
た
も
の
で
、
交
通
安
全
・
事
敏
防

止
の
た
め
の
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
運
動
で
、
交
通
事
故
が
少
し
で
も
減

る
こ
と
を
祈
り
た
い
肇
、
す
ね
。

蕪

楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
和
や
か
に

」

　　　　　　　　　雛灘

手づくりの看板で交通安全キャンペーン

しバ

わき見しないで運転してね

第
2
回
大
運
動
会

『
不
老
閣
」

　
六
月
二
十
三
9
、
特
甥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
し

で
第
二
園
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
ゆ

　
当
日
は
、
ご
家
族
の
方
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
会
場
と

な
っ
た
「
作
業
讃
練
室
し
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
競
技
の
開
始
荊
に
愈
鐘
で
準
備
体
操
を
行
な
い
ま
し
た
。

次
い
で
、
選
挙
宣
誓
と
応
擾
禽
戦
も
行
わ
れ
競
技
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
競
技
は
、
入
所
鷺
と
職
員
そ
れ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
紅
・
白
鷺
分
か
れ
て
五
種
目

め
ゲ
ー
ム
で
得
点
を
競
い
禽
い
ま
し
た
。

　
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
で
は
、
中
央
に
カ
ゴ
を
置
き
そ
の
中
に

玉
を
投
げ
入
れ
ま
し
た
が
、
選
手
の
中
に
は
ス
タ
ー
ト
の

合
園
を
持
た
ず
に
投
げ
入
れ
る
者
も
い
て
、
和
や
か
な
う

ち
に
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　　一　　一　　一　閲　　一

灘

　
町
内
獲
地
賦
で
地
賦
鯵
膏
大
会
が

麗
縷
き
れ
ま
し
た
．
六
月
流
嚢
は
松

之
出
地
区
で
背
わ
蕊
、
こ
の
獄
は
朝

か
　
絶
好
の
．
轡
甕
が
広
が
り
、
汗
と

砂
ま
み
れ
の
大
会
で
し
た
．

　
霧
た
、
六
縫
牽
九
欝
に
は
松
璽
地

区
、
鉦
霧
絹
地
譲
、
浦
懸
地
．
黙
の
、
諾

地
露
で
行
わ
れ
濠
し
た
。
購
鷺
霧
で

晒
、
天
つ
づ
き
で
し
た
が
、
皐
朝
の
強

い
．
繭
の
た
め
俸
鷺
館
で
実
施
し
た
地

区
も
あ
り
家
し
た
。

　
甑
碁
も
濠
た
、
雨
紅
悩
ま
さ
れ
た

地
賦
体
奮
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
餐
会
場
と
も
大
勢
の
地
鼠
蹴
が
参

撫
し
、
ま
た
趣
麟
を
こ
ら
し
た
種
慰

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
応
援
朧
か
ら
大

き
な
声
援
と
歓
声
そ
し
て
鍵
〔
、
い
鐸
が

灘
欝

▲イカタ識レースだ／チ勲ットまって……一（上箸洲）

▼おまつりわっしょい／みこしがおちそうだ（松男）

灘
羅
烈

逮、

漁

％

会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
爾
が
降
っ
た
り
焦
ん
だ
り
と
梅
雨

購
の
う
っ
と
う
し
い
　
騰
で
し
た
が
、

選
糞
、
応
援
、
騰
と
も
さ
わ
や
か
か
．
汗

を
流
し
た
漿
し
い
一
鷲
と
な
り
濠
し

た
、
選
訴
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

みんなで
がんばりました
町内4地区で体育大会開催

　　　　　　6／5，6／19

　
う
ま
い
で
し
よ
う

く
ア
ニ
メ
体
操
だ
ぞ

（
浦
紹
）

▲紅自玉入れ　玉が入らない鴛一1松之出）

躍
罷
茸
ー
擢
牧
場
で
体
重
測
定

　
六
肖
亨
十
煮
沼
、
大
撒
ザ
牧
場
で

放
牧
隼
の
体
璽
灘
建
と
定
期
検
診
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
鍔
二
牽
購
縫
紅
入
牧
式
が
あ
り
、

　
現
撫
翫
↑
露
頭
の
成
牛
と
子
峯
が
放

牧
　
れ
て
い
ま
す
。

　
体
灘
灘
驚
は
ま
ず
、
放
牧
し
て
い

る
隼
を
蹴
　
．
鱗
に
追
い
込
む
　
｝
と
か
ら

始
議
り
豪
す
が
、
　
　
　
い
い
隼
た

ち
は
な
か
澄
か
．
，
フ
こ
と
を
闘
か
ず

に
、
広
い
華
原
を
遊
り
翻
っ
て
は
網

係
鱈
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
捧
重
灘
定
の
結
禦
、
牛
た
ち
は
順

調
縦
簸
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
．

ナイス・スパイク！ナイス・ブ〔⊃ック！

　　町民バレー承一ル大会
　6ヌ弩81羅と9欝ぴ）21．i鼻響、雛｝憐薦1本欝館でヂ欝ダ£蔦ノ｛’レー

竃…ヲレ穴愈．ψ糊鰹れました奈

　こ¢）；嬢は，照納及び近i灘欝柳）・｛レー潔…レ愛好懸

がパレーボールを遡じて友好を灘めているものですひ

今酬は、松代購から2チ…ムの謬艇があり、9チーム
で1蒲熱した好ゲームが展開きれ家したウ

試含の結濃、松代趨校VβCが擾勝しました．以ド、

2強舞勢会A、3覆：瓢MVCの域麟でした。
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まもなく花が咲きます

道路沿いの花壇づくり
　今駕も、購老人クラブの皆さんが中心とな

って、騰内の道路沿いの花壇づくりと花の蕾

櫨えが行われました。

　今年は、約2万本の花の苗が植えられまし

た。花の管理は大変ですが、老人クラブの皆

さんのおかげできれいな美しい町づくり運動

が行われています。

　まもなく町内のあちこちで美しい花が咲き

乱れ、私たちの目を楽しませてくれるでしょうQ

地
震
だ
！
火
災
だ
！

松
之
山
小
学
校
で
避
難
翻
練

　
六
月
十
六
鶏
、
松
之
山
小
学
校
で

避
難
酬
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
二
蒔
十
二
分
、
地
．
震
発
焦
の

非
常
サ
イ
レ
ン
と
校
内
放
送
轡
、
避
難

命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
．

　
続
い
ず
、
「
給
食
窒
か
　
出
火
し
豪

し
た
。
選
難
し
て
く
だ
さ
い
凶
の
二

隣
目
の
避
難
命
令
が
患
さ
れ
る
と
、

先
焦
の
誘
奪
で
艶
童
た
婁
は
ハ
ン
カ

チ
で
口
を
お
さ
え
な
が
ら
、
葬
鴬
隣

段
か
ら
次
々
に
駆
け
降
り
避
難
燃
所

へ
と
避
難
し
ま
し
た
．

　
晃
童
の
皆
さ
ん
は
、
先
生
の
指
示

に
従
い
な
が
ら
速
や
か
に
そ
し
て
安

全
は
避
難
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
温
は
購
消
防
溺
の
地

域
想
定
演
習
が
岡
蒔
に
行
わ
れ
、
避

難
場
斯
で
お
父
さ
ん
た
ち
の
潮
防
翻

練
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
松
璽
小
学
校
竹
の
子
兇
童
会
で
は
、
P
T

A
補
導
委
、
轟
会
と
…
緒
に
カ
を
禽
わ
せ
て
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
看
板
を
作
成
し
、

こ
の
ほ
ど
地
域
の
三
力
瞬
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
標
藷
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
考
え
そ
し
て

書
き
上
げ
た
も
の
で
、
交
通
安
全
・
事
敏
防

止
の
た
め
の
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
運
動
で
、
交
通
事
故
が
少
し
で
も
減

る
こ
と
を
祈
り
た
い
肇
、
す
ね
。

蕪

楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
和
や
か
に

」

　　　　　　　　　雛灘

手づくりの看板で交通安全キャンペーン

しバ

わき見しないで運転してね

第
2
回
大
運
動
会

『
不
老
閣
」

　
六
月
二
十
三
9
、
特
甥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
し

で
第
二
園
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
ゆ

　
当
日
は
、
ご
家
族
の
方
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
会
場
と

な
っ
た
「
作
業
讃
練
室
し
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
競
技
の
開
始
荊
に
愈
鐘
で
準
備
体
操
を
行
な
い
ま
し
た
。

次
い
で
、
選
挙
宣
誓
と
応
擾
禽
戦
も
行
わ
れ
競
技
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
競
技
は
、
入
所
鷺
と
職
員
そ
れ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
紅
・
白
鷺
分
か
れ
て
五
種
目

め
ゲ
ー
ム
で
得
点
を
競
い
禽
い
ま
し
た
。

　
玉
入
れ
ゲ
ー
ム
で
は
、
中
央
に
カ
ゴ
を
置
き
そ
の
中
に

玉
を
投
げ
入
れ
ま
し
た
が
、
選
手
の
中
に
は
ス
タ
ー
ト
の

合
園
を
持
た
ず
に
投
げ
入
れ
る
者
も
い
て
、
和
や
か
な
う

ち
に
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　　一　　一　　一　閲　　一

灘

　
町
内
獲
地
賦
で
地
賦
鯵
膏
大
会
が

麗
縷
き
れ
ま
し
た
．
六
月
流
嚢
は
松

之
出
地
区
で
背
わ
蕊
、
こ
の
獄
は
朝

か
　
絶
好
の
．
轡
甕
が
広
が
り
、
汗
と

砂
ま
み
れ
の
大
会
で
し
た
．

　
霧
た
、
六
縫
牽
九
欝
に
は
松
璽
地

区
、
鉦
霧
絹
地
譲
、
浦
懸
地
．
黙
の
、
諾

地
露
で
行
わ
れ
濠
し
た
。
購
鷺
霧
で

晒
、
天
つ
づ
き
で
し
た
が
、
皐
朝
の
強

い
．
繭
の
た
め
俸
鷺
館
で
実
施
し
た
地

区
も
あ
り
家
し
た
。

　
甑
碁
も
濠
た
、
雨
紅
悩
ま
さ
れ
た

地
賦
体
奮
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
餐
会
場
と
も
大
勢
の
地
鼠
蹴
が
参

撫
し
、
ま
た
趣
麟
を
こ
ら
し
た
種
慰

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
応
援
朧
か
ら
大

き
な
声
援
と
歓
声
そ
し
て
鍵
〔
、
い
鐸
が

灘
欝

▲イカタ識レースだ／チ勲ットまって……一（上箸洲）

▼おまつりわっしょい／みこしがおちそうだ（松男）

灘
羅
烈

逮、

漁

％

会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
爾
が
降
っ
た
り
焦
ん
だ
り
と
梅
雨

購
の
う
っ
と
う
し
い
　
騰
で
し
た
が
、

選
糞
、
応
援
、
騰
と
も
さ
わ
や
か
か
．
汗

を
流
し
た
漿
し
い
一
鷲
と
な
り
濠
し

た
、
選
訴
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

みんなで
がんばりました
町内4地区で体育大会開催

　　　　　　6／5，6／19

　
う
ま
い
で
し
よ
う

く
ア
ニ
メ
体
操
だ
ぞ

（
浦
紹
）

▲紅自玉入れ　玉が入らない鴛一1松之出）

躍
罷
茸
ー
擢
牧
場
で
体
重
測
定

　
六
肖
亨
十
煮
沼
、
大
撒
ザ
牧
場
で

放
牧
隼
の
体
璽
灘
建
と
定
期
検
診
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
五
鍔
二
牽
購
縫
紅
入
牧
式
が
あ
り
、

　
現
撫
翫
↑
露
頭
の
成
牛
と
子
峯
が
放

牧
　
れ
て
い
ま
す
。

　
体
灘
灘
驚
は
ま
ず
、
放
牧
し
て
い

る
隼
を
蹴
　
．
鱗
に
追
い
込
む
　
｝
と
か
ら

始
議
り
豪
す
が
、
　
　
　
い
い
隼
た

ち
は
な
か
澄
か
．
，
フ
こ
と
を
闘
か
ず

に
、
広
い
華
原
を
遊
り
翻
っ
て
は
網

係
鱈
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
捧
重
灘
定
の
結
禦
、
牛
た
ち
は
順

調
縦
簸
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
．

ナイス・スパイク！ナイス・ブ〔⊃ック！

　　町民バレー承一ル大会
　6ヌ弩81羅と9欝ぴ）21．i鼻響、雛｝憐薦1本欝館でヂ欝ダ£蔦ノ｛’レー

竃…ヲレ穴愈．ψ糊鰹れました奈

　こ¢）；嬢は，照納及び近i灘欝柳）・｛レー潔…レ愛好懸

がパレーボールを遡じて友好を灘めているものですひ

今酬は、松代購から2チ…ムの謬艇があり、9チーム
で1蒲熱した好ゲームが展開きれ家したウ

試含の結濃、松代趨校VβCが擾勝しました．以ド、

2強舞勢会A、3覆：瓢MVCの域麟でした。
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これからは社会人として

　今1年3月に葛校を卒業し、4月から株式会

祇蕎橋組にお世話になっています小林です。

　いま現荏、新潟驚にあるテクノスクールで

灘難1の勉強をしているところです。

　嵩校を卒業して、3力肩が過ぎましたが、

いまはまだ社会人とな一）たという実感が余り

ありません。それと雷うのも、現在新潟宙の

スクールで勉強中だからかも知れません。

　しかし、物事を掌ぶことは掌生でなければ

ならないとは思っていません、、これから先、

何かを掌、試ときは学生としてではな1、祉会

人として掌ぶよう心がけたいと思います。

小
林
高
之
さ
ん
（
上
鍛
池
上
越
屋
）

　
。
昭
和
5
0
年
5
月
生
ま
れ

　
？
懸
液
型
　
0
型

　
。
星
　
座
　
お
う
し
座

　
。
勤
め
先
　
株
式
会
社
高
橋
組

雛

獺
－
薩

／r幽一剛レー物「■レ

謬

村
山
優
子
さ
ん
（
童
戸
．
森
下
）

　
。
昭
和
騎
年
H
月
生
ま
れ

　
。
血
液
型
　
0
型

　
。
星
　
座
　
さ
そ
り
座

　
。
勤
め
先
　
J
A
し
ぶ
み
松
之
山
給
油
所

仕事にもなれました

　はじめまし・て

　J　Aし．蕊み松之山給濾所の村1．iJです票入

社して3力繕が過ぎました．入社当初は侮

もわカ〉らず戸‘惑うことばカ｝りでしたが、行：

事にも除々になれお鴇：さまぴ）、顔も少しは覚

えられるようになりました。とば霞っても、

まだまだ未熱餐です。

　皆さまに御迷惑をかけることも多いかと

懇、いますが、これからもどうぞよろしくお

験いします。

　　㎜｝
㎜

一

くコシジシモツケソウ〉

　　　　　　　　（バラ科〉

（俗名）

　ハンガン、シモツケ、ノウ

　ホーガン

　
山
の
軍
地
の
霜
遇
た
り
の
よ
い
場

斬
に
註
え
る
多
年
草
．

　
茎
は
團
く
、
よ
く
枝
分
か
れ
す
る
。

衛
さ
墜
δ
セ
ン
チ
か
ら
5
0
セ

ン
チ
．
葉
は
長
い
柄
が
あ
り
、
縁
は

ギ
ザ
ギ
ザ
で
あ
る
。
葉
の
茎
の
つ
け

柵
撚
に
大
き
め
の
葺
状
の
葉
が
灘
．
を
抱

い
て
い
る
。
花
は
紅
色
．
実
に
は
篭

が
あ
る
。
　
（
松
之
山
の
櫨
物
よ
り
）

　
こ
の
槙
物
の
命
名
に
あ
た
り
、
基

本
標
本
（
タ
イ
プ
標
塞
）
レ
｝
さ
れ
た

の
が
幾
購
水
梨
で
採
集
さ
れ
、
ザ
て
の

標
本
が
褻
、
の
魑
．
〆
、
科
罪
博
物
館
に

呆
跨
さ
れ
て
い
ま
す
。

騰
撚難

灘
灘
②

　
今
醸
は
、
郡
美
術
展
の
絵
顧
の
部

で
毎
年
、
優
秀
な
成
績
を
ぬ
げ
て
い

る
グ
ル
達
プ
に
登
場
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ー
皆
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
名
と
仲
問
の

人
数
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
松
之
山
購
美
術
岡
好
会
と
い
い
ま

す
。
為
獣
欄
翼
は
、
　
二
十
六
々
斜
で
す
．

ー
活
動
内
容
を
お
闘
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
週
火
曜
鷺
に
、
湯
撫
集
会
所
を

会
場
に
濡
動
し
て
い
ま
す
、

　
～
葎
間
の
活
動
は
、
五
月
に
ク
ロ

ツ
キ
ー
や
デ
ツ
サ
ン
、
七
月
に
は
野

外
で
写
生
会
を
や
っ
て
い
蒙
す
、
今

爺
は
中
罷
へ
出
か
け
、
罠
家
を
描
く

予
定
で
す
．
そ
れ
か
ら
、
七
月
下
旬

か
ら
十
月
ま
で
糊
作
活
動
に
入
り
ま

す
、
婁
紅
、
花
や
静
物
で
す
。

　
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
葎
賀
状
作
り

を
や
り
、
　
　
、
二
、
三
月
と
漁
絵
を

書
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
人
物
中
心

に
一
枚
霧
き
上
、
げ
て
い
ま
す
。

　
濠
た
、
講
鱒
の
先
盗
を
お
迎
え
し

て
、
勉
強
会
も
や
っ
て
い
謹
す
．

…
活
動
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

　
何
も
か
も
、
志
れ
て
絵
を
描
く
こ

と
紅
集
中
す
る
．
そ
し
て
、
霞
分
の

感
勤
を
紙
に
裟
親
し
て
み
る
誉
び
で

し
ょ
う
か
。
と
に
か
く
、
絵
を
描
く

こ
と
が
楽
し
い
ん
で
す
、

　
象
た
、
絵
を
通
じ
て
年
令
に
醐
係

な
／
＼
心
が
ひ
と
つ
に
な
る
押
｝
と
が

魅
力
で
し
ょ
う
か
．

ー
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
蕩
校
盤
以
上
は
、
郡
展
を
目
標
滋
、

小
・
中
掌
盤
は
町
葵
術
展
に
出
展
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
ロ

　
そ
れ
と
、
老
人
ホ
ー
ム
開
不
老
闇
輪

や
旅
館
な
ど
に
私
た
ち
の
作
品
を
展

承
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
．

…
い
ま
、
何
か
望
む
こ
と
は

　
そ
う
で
す
ね
。
　
い
つ
で
も
自
細
磁

来
て
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
ア
ト

リ
エ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
そ
れ
轍
麟
一
で
す
が
…
…
窃

…
最
後
に
、
P
R
を

　
皆
さ
ん
も
絵
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
．
錘
週
火
耀
繊
に
濡
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
｝
渡
遊
び
に
※
て

く
だ
さ
い
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
鞭

ハ
連
絡
先
）
松
之
山
購
美
術
岡
好
会

　
　
　
　
　
幹
箏
箪
村
慶
子

　
　
　
　
　
管
6
－
3
5
5
2

　　瀬川瑛子の丘誕生
　　5月呂黛、歌手瀬繰瑛子さんの乳ふるさと蟹魯護

　新臨キャンペーンの来鰐認念として、大厳寺薦漂嵐

　場に碧獺斑瑛子の焦書が誕生1してお弓ます。

　　これは、ご本入との糧談の結果、勝鳶権は移転せ

　ず、瀬絹瑛子さんが津心のふるさと濤として松之山

　を懇い、そして機会を晃つけてご来郷勧た澄く場と

　することといたしました。

　　皆さんも訪れてみてください。　　振興諜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

夢
を
乗
せ
未
来
に
向
け
走
る
鉄
道
！

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

村
と
十
顕
驚
衛
、

そ
れ
に
頸
城
村
の
各
沿
線
の
市
購
轡

を
撫
え
た
牽
衛
町
鰐
で
原
稿
を
持
ち

寄
り
、
北
越
北
線
を
内
容
と
し
た
広

域
広
報
を
行
い
ま
す
．

　
今
鱒
は
そ
の
第
　
鐡
目
で
す
の
で
、

誌
越
北
線
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
■
。

⑬
跨
線
と
し
て
の
瀬
か
ら

　
北
越
北
線
は
六
戴
町
駅
を
起
潔
｛
と

し
、
大
■
潟
購
犀
潟
駅
に
、
至
る
全
、
長
五

九
・
照
キ
ロ
の
電
化
栄
線
蕗
線
で
す
。

こ
の
鷺
闘
の
中
に
十
二
の
駅
が
設
置

さ
れ
ま
す
。

　
踏
線
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
ト
ン

ネ
ル
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

十
闘
カ
所
照
○
・
罎
キ
環
紅
も
の
ぼ

り
、
こ
れ
は
全
線
の
六
八
％
に
あ
た

り
蒙
さ
に
“
も
ぐ
ら
”
蹄
線
と
謬
え

る
で
し
ょ
う
。

　
単
成
九
年
春
の

急
ピ
ッ
チ
で
工
纂

が
進
め
ら
れ
て
い

る
北
越
北
線
く
ほ

く
ほ
く
線
）
に
つ

い
て
、
今
月
畢
か

ら
シ
リ
…
ズ
で
お

伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
郡
内
六
購

六
β
鰐
、
志
八
潟
町
明

開
業
を
懲
指
し
て
、

⑪
列
車
の
運
行
の
面
か

　
北
越
北
線
の
列
車
運
行
で
最
も
特

徴
的
な
の
は
、
J
R
に
よ
リ
ス
ー
パ

ー
特
急
が
乗
り
入
れ
ら
れ
る
と
い
う

と
で
す
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
特
急
は
、
一

鷺
十
往
復
程
度
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
北
越
急
行
㈱
に
よ

る
ロ
…
カ
ル
列
車
も
二
十
往
復
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
湯
沢

駅
・
灘
江
津
駅
に
乗
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
溢
線
地
域
の
莉
便
性
が
グ

ッ
ト
蔑
窪
る
と
考
え
ら
れ
て
い
謹
す
。

◎
ほ
く
ほ
く
線
の
慮
来

　
平
成
繭
年
六
月
、
北
越
急
行
㈱
の

取
締
役
会
で
、
沿
線
辮
町
村
皆
さ
ん

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
闘

業
後
の
名
称
を
『
ほ
く
ほ
く
線
鮎
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
畢
く
か
ら

櫻
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
闘

業
箭
で
も
『
ほ
く
ほ
く
線
輪
と
使
っ

て
い
き
ま
す
。

浦綴原村、沢毘駅では軌遂が兜了
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これからは社会人として

　今1年3月に葛校を卒業し、4月から株式会

祇蕎橋組にお世話になっています小林です。

　いま現荏、新潟驚にあるテクノスクールで

灘難1の勉強をしているところです。

　嵩校を卒業して、3力肩が過ぎましたが、

いまはまだ社会人とな一）たという実感が余り

ありません。それと雷うのも、現在新潟宙の

スクールで勉強中だからかも知れません。

　しかし、物事を掌ぶことは掌生でなければ

ならないとは思っていません、、これから先、

何かを掌、試ときは学生としてではな1、祉会

人として掌ぶよう心がけたいと思います。

小
林
高
之
さ
ん
（
上
鍛
池
上
越
屋
）

　
。
昭
和
5
0
年
5
月
生
ま
れ

　
？
懸
液
型
　
0
型

　
。
星
　
座
　
お
う
し
座

　
。
勤
め
先
　
株
式
会
社
高
橋
組

雛

獺
－
薩

／r幽一剛レー物「■レ

謬

村
山
優
子
さ
ん
（
童
戸
．
森
下
）

　
。
昭
和
騎
年
H
月
生
ま
れ

　
。
血
液
型
　
0
型

　
。
星
　
座
　
さ
そ
り
座

　
。
勤
め
先
　
J
A
し
ぶ
み
松
之
山
給
油
所

仕事にもなれました

　はじめまし・て

　J　Aし．蕊み松之山給濾所の村1．iJです票入

社して3力繕が過ぎました．入社当初は侮

もわカ〉らず戸‘惑うことばカ｝りでしたが、行：

事にも除々になれお鴇：さまぴ）、顔も少しは覚

えられるようになりました。とば霞っても、

まだまだ未熱餐です。

　皆さまに御迷惑をかけることも多いかと

懇、いますが、これからもどうぞよろしくお

験いします。

　　㎜｝
㎜

一

くコシジシモツケソウ〉

　　　　　　　　（バラ科〉

（俗名）

　ハンガン、シモツケ、ノウ

　ホーガン

　
山
の
軍
地
の
霜
遇
た
り
の
よ
い
場

斬
に
註
え
る
多
年
草
．

　
茎
は
團
く
、
よ
く
枝
分
か
れ
す
る
。

衛
さ
墜
δ
セ
ン
チ
か
ら
5
0
セ

ン
チ
．
葉
は
長
い
柄
が
あ
り
、
縁
は

ギ
ザ
ギ
ザ
で
あ
る
。
葉
の
茎
の
つ
け

柵
撚
に
大
き
め
の
葺
状
の
葉
が
灘
．
を
抱

い
て
い
る
。
花
は
紅
色
．
実
に
は
篭

が
あ
る
。
　
（
松
之
山
の
櫨
物
よ
り
）

　
こ
の
槙
物
の
命
名
に
あ
た
り
、
基

本
標
本
（
タ
イ
プ
標
塞
）
レ
｝
さ
れ
た

の
が
幾
購
水
梨
で
採
集
さ
れ
、
ザ
て
の

標
本
が
褻
、
の
魑
．
〆
、
科
罪
博
物
館
に

呆
跨
さ
れ
て
い
ま
す
。

騰
撚難

灘
灘
②

　
今
醸
は
、
郡
美
術
展
の
絵
顧
の
部

で
毎
年
、
優
秀
な
成
績
を
ぬ
げ
て
い

る
グ
ル
達
プ
に
登
場
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ー
皆
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
名
と
仲
問
の

人
数
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
松
之
山
購
美
術
岡
好
会
と
い
い
ま

す
。
為
獣
欄
翼
は
、
　
二
十
六
々
斜
で
す
．

ー
活
動
内
容
を
お
闘
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
週
火
曜
鷺
に
、
湯
撫
集
会
所
を

会
場
に
濡
動
し
て
い
ま
す
、

　
～
葎
間
の
活
動
は
、
五
月
に
ク
ロ

ツ
キ
ー
や
デ
ツ
サ
ン
、
七
月
に
は
野

外
で
写
生
会
を
や
っ
て
い
蒙
す
、
今

爺
は
中
罷
へ
出
か
け
、
罠
家
を
描
く

予
定
で
す
．
そ
れ
か
ら
、
七
月
下
旬

か
ら
十
月
ま
で
糊
作
活
動
に
入
り
ま

す
、
婁
紅
、
花
や
静
物
で
す
。

　
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
葎
賀
状
作
り

を
や
り
、
　
　
、
二
、
三
月
と
漁
絵
を

書
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
人
物
中
心

に
一
枚
霧
き
上
、
げ
て
い
ま
す
。

　
濠
た
、
講
鱒
の
先
盗
を
お
迎
え
し

て
、
勉
強
会
も
や
っ
て
い
謹
す
．

…
活
動
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

　
何
も
か
も
、
志
れ
て
絵
を
描
く
こ

と
紅
集
中
す
る
．
そ
し
て
、
霞
分
の

感
勤
を
紙
に
裟
親
し
て
み
る
誉
び
で

し
ょ
う
か
。
と
に
か
く
、
絵
を
描
く

こ
と
が
楽
し
い
ん
で
す
、

　
象
た
、
絵
を
通
じ
て
年
令
に
醐
係

な
／
＼
心
が
ひ
と
つ
に
な
る
押
｝
と
が

魅
力
で
し
ょ
う
か
．

ー
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
蕩
校
盤
以
上
は
、
郡
展
を
目
標
滋
、

小
・
中
掌
盤
は
町
葵
術
展
に
出
展
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
ロ

　
そ
れ
と
、
老
人
ホ
ー
ム
開
不
老
闇
輪

や
旅
館
な
ど
に
私
た
ち
の
作
品
を
展

承
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
．

…
い
ま
、
何
か
望
む
こ
と
は

　
そ
う
で
す
ね
。
　
い
つ
で
も
自
細
磁

来
て
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
ア
ト

リ
エ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
そ
れ
轍
麟
一
で
す
が
…
…
窃

…
最
後
に
、
P
R
を

　
皆
さ
ん
も
絵
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
．
錘
週
火
耀
繊
に
濡
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
｝
渡
遊
び
に
※
て

く
だ
さ
い
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
鞭

ハ
連
絡
先
）
松
之
山
購
美
術
岡
好
会

　
　
　
　
　
幹
箏
箪
村
慶
子

　
　
　
　
　
管
6
－
3
5
5
2

　　瀬川瑛子の丘誕生
　　5月呂黛、歌手瀬繰瑛子さんの乳ふるさと蟹魯護

　新臨キャンペーンの来鰐認念として、大厳寺薦漂嵐

　場に碧獺斑瑛子の焦書が誕生1してお弓ます。

　　これは、ご本入との糧談の結果、勝鳶権は移転せ

　ず、瀬絹瑛子さんが津心のふるさと濤として松之山

　を懇い、そして機会を晃つけてご来郷勧た澄く場と

　することといたしました。

　　皆さんも訪れてみてください。　　振興諜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

夢
を
乗
せ
未
来
に
向
け
走
る
鉄
道
！

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

村
と
十
顕
驚
衛
、

そ
れ
に
頸
城
村
の
各
沿
線
の
市
購
轡

を
撫
え
た
牽
衛
町
鰐
で
原
稿
を
持
ち

寄
り
、
北
越
北
線
を
内
容
と
し
た
広

域
広
報
を
行
い
ま
す
．

　
今
鱒
は
そ
の
第
　
鐡
目
で
す
の
で
、

誌
越
北
線
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
■
。

⑬
跨
線
と
し
て
の
瀬
か
ら

　
北
越
北
線
は
六
戴
町
駅
を
起
潔
｛
と

し
、
大
■
潟
購
犀
潟
駅
に
、
至
る
全
、
長
五

九
・
照
キ
ロ
の
電
化
栄
線
蕗
線
で
す
。

こ
の
鷺
闘
の
中
に
十
二
の
駅
が
設
置

さ
れ
ま
す
。

　
踏
線
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
ト
ン

ネ
ル
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

十
闘
カ
所
照
○
・
罎
キ
環
紅
も
の
ぼ

り
、
こ
れ
は
全
線
の
六
八
％
に
あ
た

り
蒙
さ
に
“
も
ぐ
ら
”
蹄
線
と
謬
え

る
で
し
ょ
う
。

　
単
成
九
年
春
の

急
ピ
ッ
チ
で
工
纂

が
進
め
ら
れ
て
い

る
北
越
北
線
く
ほ

く
ほ
く
線
）
に
つ

い
て
、
今
月
畢
か

ら
シ
リ
…
ズ
で
お

伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
郡
内
六
購

六
β
鰐
、
志
八
潟
町
明

開
業
を
懲
指
し
て
、

⑪
列
車
の
運
行
の
面
か

　
北
越
北
線
の
列
車
運
行
で
最
も
特

徴
的
な
の
は
、
J
R
に
よ
リ
ス
ー
パ

ー
特
急
が
乗
り
入
れ
ら
れ
る
と
い
う

と
で
す
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
特
急
は
、
一

鷺
十
往
復
程
度
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
北
越
急
行
㈱
に
よ

る
ロ
…
カ
ル
列
車
も
二
十
往
復
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
湯
沢

駅
・
灘
江
津
駅
に
乗
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
溢
線
地
域
の
莉
便
性
が
グ

ッ
ト
蔑
窪
る
と
考
え
ら
れ
て
い
謹
す
。

◎
ほ
く
ほ
く
線
の
慮
来

　
平
成
繭
年
六
月
、
北
越
急
行
㈱
の

取
締
役
会
で
、
沿
線
辮
町
村
皆
さ
ん

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
闘

業
後
の
名
称
を
『
ほ
く
ほ
く
線
鮎
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
畢
く
か
ら

櫻
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
闘

業
箭
で
も
『
ほ
く
ほ
く
線
輪
と
使
っ

て
い
き
ま
す
。

浦綴原村、沢毘駅では軌遂が兜了
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生
涯
学
習
だ
よ
り
「
湯
米
心
」
第

一
号
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
「
似
顔
絵
が
似
て
い
た
し

「
生
涯
学
習
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
れ
た
し
等
の
及
響
を

い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
書
ん
で
お
り

ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
、
役
場
総
務
諜
の

ご
好
意
ば
よ
り
、
　
「
湯
米
心
し
を
広

報
に
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
涯
学
習
の
蒲
報
を

町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
よ

う
誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
い
き
求
す
。

よ
ろ
し
く
お
瀬
い
し
ま
す
。

事
業
案
内
㌔
－
㌔

『
灘
簸
穣
巌
難
構
鑑
糠
嚢
鎌
．
－

教
叢

　
や
わ
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
い
、
親

子
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
バ
レ
…
ボ
ー

ル
。
各
地
区
の
小
学
校
体
育
館
で
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
、
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

▼
七
月
十
二
鷺
（
火
）
東
川
小

▼
七
月
十
八
日
（
月
）
浦
朗
小

▼
時
間
　
七
時
三
十
分
～
九
時

恒
例
と
な
り
ま
し
た
商
工
会
主
催

の
購
民
綱
引
き
大
会
が
第
十
罎
を
迎

え
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
昨
年

の
第
九
回
大
会
で
は
、
男
子
が
「
天

水
鶴
チ
ー
ム
し
、
女
子
が
「
帰
っ
て
き

た
カ
カ
ア
殿
下
チ
…
ム
」
が
優
勝
し

て
い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
も
連
覇
が

な
る
の
か
、
ま
た
新
し
い
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
が
鑑
家
れ
る
の
か
濾
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

マナビィは「学び」と「bee（蜂）」

蜂のイメージは働き者・勤勉

頭の上の3本の触角は「学」をイメージ

手に持っている「蜜壷」は、モーゼの壷、

中にはマナが入っている。飢えを満たし、

心の豊かさを表現デザイン：石ノ森章太郎

　
七
月
の
朗
読
教
室
は
、
芥
川
龍
之

介
の
名
作
「
く
も
の
糸
し
を
と
り
上

げ
ま
す
。

▼
期
段
　
七
月
十
五
β
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
七
聴
半
～
九
時
半

▼
会
場
　
自
然
休
養
栂
セ
ン
タ
ー

▼
串
込
　
公
昆
館
へ
随
時
言
…
2
2
6
5
）

生涯学習マスコッドマナビィ。

▼
主
催

▼
期
臼

▼
時
間

▼
会
場

▼
賞
晶

松
之
山
瞬
商
工
会

七
月
十
照
日
（
木
）

年
後
六
時
黒
十
分
　
開
会

式
　
七
蒔
競
技
購
賄

聴
昆
体
脊
館

第
十
圓
大
会
に
つ
き
豪
華

　
松
之
山
町
史
を
中
心
と
し
て
、
近

隣
市
町
村
の
歴
史
に
つ
い
て
も
探
訪

し
ま
す
。
講
蔀
は
町
史
編
集
婁
貴
を

勤
め
た
関
谷
哲
郎
先
生
で
す
。
今
圃

の
テ
ー
マ
は
、
　
「
幕
宋
の
郷
土
」
と

い
う
こ
と
で
、
天
保
か
ら
明
治
維
新

ま
で
を
と
り
上
げ
ま
す
。

▼
期
臼
　
七
月
十
五
照
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
八
蒔
～
十
時

▼
会
場
　
膚
然
休
養
村
セ
ン
タ
華

▼
購
込
　
公
昆
館
へ
随
聴
谷
－
多
、
6
5
｝

　
松
之
由
の
霞
然
に
親
子
で
親
し
み
、

大
好
評
の
葭
然
体
験
教
室
で
す
。
第

三
回
は
大
松
由
周
辺
で
山
野
草
の
観

察
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▼
期
β
　
七
月
十
七
欝
（
臼
〉

▼
時
間
　
年
萌
八
蒔
半
～
十
｝
時

▼
集
合
　
窃
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
購
込
　
公
民
館
へ
随
時
（
6
…
2
2
6
5
）

　
夏
の
夕
べ
の
ひ
と
と
き
を
映
画
で

す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
．
今
月
の
上

映
作
晶
は
、
ア
ニ
メ
「
七
タ
物
籍
』

と
、
命
の
尊
さ
、
家
族
の
き
ず
な
を

考
え
る
「
弟
た
ち
の
誕
生
』
で
す
。

▼
鰯
日
　
七
月
二
十
三
日
（
土
〉

▼
躊
間
　
午
後
七
時
半
～
九
時

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
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催
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、
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ル
大
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、
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ボ
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ル
大
会
が
盛
大
に
実
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さ
れ
ま
す
。

　
楽
し
く
健
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り
に
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ん

で
み
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せ
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か
．
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膏
館
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▼
問
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〕

▼
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）
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之
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ド

▼
問
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せ
　
J
A
し
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？
、
，
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）

　
優
勝
チ
ー
ム
は
妙
高
高
原
で
お
こ

な
わ
れ
る
上
越
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
身
近
か
な
山
野
草
を
募

し
中
に
。
照
十
名
を
越

え
る
受
講
生
で
大
盛
溌
の

盗
け
花
教
室
で
す
。

▼
期
鷺
　
八
月
二
臼
く
火
）

▼
時
聞
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後
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時
～
十
蒔

▼
会
場
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然
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養
村
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ー

▼
牢
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公
罠
館
へ
随
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ー
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ゑ

連帯から創造への躍進

第掬回町民体育大会

　スポーツを通りて、親善協力

の精神を養い、体力つくり、

町つく9に薗かって、全購戻の

結束を高めましょう。

朗臼　7月3蝦㈱

蒔間　年蔚8130～午後3二鐙

会場　松之山町民グラウンド

競技方法　5地区対抗

　今隼も楽しい競技が盛りだく

さんです。燃える太鶴のもと、

輝く汗を流しましょう。

欄寸翻
チ

聲生
ロ生涯学習社会へのアプローチ

1特色ある濠ちづく鱗への封癒

　松之由購は、変化に富んだ縢季の中で臼然と調憩した隻活が営まれ、美しい

農山杓の景襯や食文化、祭り、伝統芸能等の地域文化が膏まれてきています。

また、生活を支えてきた穏作農耕文化、新たな檎点で見直されている雪文化、

温泉に代表される観光資源など閲脊の学響資源紅恵まれています。驚蔑がこれ，

らの豊かな学習資源について掌び、これを次代韓継承していくことを通して郷

土愛や連帯感を育てていくことは大切なことです。このことが、地域抵会の活

性化や特色あるまちづくりにつながっていきます。

2長爵社会への婦施
　松之山町の高齢煮（65歳～）人口の劃合は31．8％であり、全国（斑％〉難〈鷲

％〉を大きく上罎ってい濠す。これからは高齢餐の栓会参頒、学習活動、余暇

の在り方にも変化が趨きてくるとともに隻き方への関心が高くなることが予惣

されます。一方、高齢巻には豊かな経験や知識や技能を隻かして地域教会垂こ貢

献することが望まれ，ています。

　これからのことから、蔑齢養の学翼機会を充実させるとともに、欝罠すべてが

長寿祇会に郎応した甕灘学1習活動を推進していく必要があります。

3ゆと郵ヌ社会への対慈

　2玉黛紀に肉けて、人々の欲求は物の豊かさから心の豊かさへと変化し、ライ

フスタイルも徐々にゆとりを生かしたものに移行してきています。このような

社会に対応していくためには、偲々の好みに応じて、文化潜動、スポーツ・レ

クリェーション活動、ボランティア活動などに主体的にとりくんでいくことが

有効です。

4團際化・携報化への対慮

　環霞本海詩代に陶けて、跡災一人一入が圏際歓会の一員として蟹際牲を身に

つけ諸外麟と交流できるように、蟹瞭化を覆指した学翌活動や交流活動が地域

紅おいても展開される必要があります。

　一方、高度携鞍化された祇会続あって、あふれる惰報の中から必要な旛報を

選択し活罵していく能力を身賦つけることも大切なことです。この分籔での掌

習も現代人にとって必要なことです．
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星座シリーズ9巻
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手に持っている「蜜壷」は、モーゼの壷、
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心の豊かさを表現デザイン：石ノ森章太郎
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連帯から創造への躍進

第掬回町民体育大会

　スポーツを通りて、親善協力

の精神を養い、体力つくり、

町つく9に薗かって、全購戻の

結束を高めましょう。

朗臼　7月3蝦㈱

蒔間　年蔚8130～午後3二鐙

会場　松之山町民グラウンド

競技方法　5地区対抗

　今隼も楽しい競技が盛りだく

さんです。燃える太鶴のもと、

輝く汗を流しましょう。
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1特色ある濠ちづく鱗への封癒

　松之由購は、変化に富んだ縢季の中で臼然と調憩した隻活が営まれ、美しい

農山杓の景襯や食文化、祭り、伝統芸能等の地域文化が膏まれてきています。

また、生活を支えてきた穏作農耕文化、新たな檎点で見直されている雪文化、

温泉に代表される観光資源など閲脊の学響資源紅恵まれています。驚蔑がこれ，

らの豊かな学習資源について掌び、これを次代韓継承していくことを通して郷

土愛や連帯感を育てていくことは大切なことです。このことが、地域抵会の活

性化や特色あるまちづくりにつながっていきます。

2長爵社会への婦施
　松之山町の高齢煮（65歳～）人口の劃合は31．8％であり、全国（斑％〉難〈鷲

％〉を大きく上罎ってい濠す。これからは高齢餐の栓会参頒、学習活動、余暇

の在り方にも変化が趨きてくるとともに隻き方への関心が高くなることが予惣

されます。一方、高齢巻には豊かな経験や知識や技能を隻かして地域教会垂こ貢

献することが望まれ，ています。

　これからのことから、蔑齢養の学翼機会を充実させるとともに、欝罠すべてが

長寿祇会に郎応した甕灘学1習活動を推進していく必要があります。

3ゆと郵ヌ社会への対慈

　2玉黛紀に肉けて、人々の欲求は物の豊かさから心の豊かさへと変化し、ライ

フスタイルも徐々にゆとりを生かしたものに移行してきています。このような

社会に対応していくためには、偲々の好みに応じて、文化潜動、スポーツ・レ

クリェーション活動、ボランティア活動などに主体的にとりくんでいくことが

有効です。

4團際化・携報化への対慮

　環霞本海詩代に陶けて、跡災一人一入が圏際歓会の一員として蟹際牲を身に

つけ諸外麟と交流できるように、蟹瞭化を覆指した学翌活動や交流活動が地域

紅おいても展開される必要があります。

　一方、高度携鞍化された祇会続あって、あふれる惰報の中から必要な旛報を

選択し活罵していく能力を身賦つけることも大切なことです。この分籔での掌

習も現代人にとって必要なことです．
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盤
涯
掌
習
の
鍵
点
と
し

て
皆
さ
ん
か
ら
利
飛
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
「
窃
然

休
養
栂
セ
ン
タ
…
し
を
紹

介
し
ま
す
。

〔
会
議
竃

o
大
会
議
室
（
㈹
人
収
容
）

　
冷
・
暖
蕩
完
備
、
映
爾

　
上
映
可
能
、
ビ
デ
オ
プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
タ
肇
設
備

○
会
議
窯
（
5
0
人
収
容
）

　
　
さ

　
瀦
窟
4
．
軸
、
休
息
に
も

　
　
き

　
利
潮
で
き
ま
す
．

霰
癬
蜜
）

　
蔵
書
㎜
駕
千
冊
｛
…
児
童
轟
轡
六
籔
冊
）

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
話
題
の
新
総
、
月

刊
誌
（
健
康
・
料
理
・
お
し
ゃ
れ
・

暮
し
等
V
を
毎
月
4
0
羅
程
購
入
し
て

い
ま
す
。
貸
出
簿
に
書
名
と
撮
名
を

書
く
だ
け
で
O
K
。
簡
単
に
い
っ
で

も
釈
駕
で
き
ま
す
。

〔
料
理
硫
修
室
）

　
流
し
台
、
ガ
ス
コ
ン
P
が
4
総
。

20
人
位
談
で
“
緒
に
利
屠
で
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
で
楽
し
く
料

理
は
ど
う
で
す
か
。

〔
備
贔
）

　
視
聴
覚
機
雛
、
ス
ポ
ー
ツ
絹
翼
等

の
備
最
の
貸
し
旗
し
を
お
こ
な
っ
て

い
家
す
．
餓
軽
に
闘
い
倉
わ
せ
を
。

〔
町
疑
体
賓
讐

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ニ
面
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
三
面
、
バ
レ
…
駕
藤
、
テ

轟
ス
｝
爾
、
ス
テ
ー
ジ
、
膏
響
設
備
。

喬
種
ス
ポ
蓄
ツ
等
で
ご
利
驚
下
さ
い
。

〔
町
渓
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
ナ
イ
タ
モ
照
賜
完
備
、
爾
翼
欄
m

の
野
球
場
と
し
て
も
利
胴
さ
れ
て
い

ま
す
．

〔
町
艮
テ
ニ
ス
職
ー
ト
）

　
全
聚
候
型
コ
ー
上
薇
、
ナ
イ
タ

…
照
鯛
完
備
．
胴
翼
の
貸
し
出
し
も

あ
り
ま
す
。

欝
艮
プ
ー
ル
）

　
松
之
由
（
七
月
｝
臼
か
ら
、
午
蔚

牽
聴
～
十
二
時
、
午
後
一
聴
～
三
時
、

三
時
半
～
五
聴
、
大
人
5
0
円
、
小
人

30

円
）
　
蕊
省
（
八
月
二
臼
か
ら
、

午
後
輔
時
半
～
臨
蒔
、
無
料
）

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
施
設
剰
罵
の
問
い
禽
わ
せ
。
串
し

込
み
は
公
罠
館
ヘ
ハ
6
－
2
2
6
5
）

噂

騨
華
構

図噸
噂

こどもおもしろ学：習室

スぷ一ツは体にわるい

　　　　　茄藤都彦

驚き段のために

　　　　　石田吉貞

星座シリーズ9巻

野鳥カタ雛グ

　　　　　竹下儒雄

たんぽ

　　ジ葺二一ハイマス

やがて衰しき外圏語

　　　　　村上春樹

鷺本一癌かい「母」へ

　の拳紙

マリカの永い夜

　　　　　吉本ばなな

愛が偽りに終るとき

　　　　　　山崎浩子

大往甕　　　永六輔

野の花シリーズ2巻
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薬
物
乱
用
防
止

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
凶

　
　
普
及
運
動

　
麻
薬
等
の
薬
物
乱
絹
問
題
は
、
世

界
的
な
広
が
り
を
み
せ
、
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
圏
連
で
は
1
9
9
1
年
～
2
0
0

0
年
を
「
圏
連
麻
薬
乱
胴
撲
滅
の
憩

年
」
と
し
て
お
ウ
、
こ
の
支
援
事
業

と
し
て
6
月
2
6
臼
か
ら
7
月
2
5
臼
ま

で
の
酬
カ
月
間
、
全
麟
で
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
孟
普
及
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
麻
薬
・
シ
ン
ナ
ー
・
覚
せ
い
剤
の

翫
溺
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

◎
労
働
省
で
は
、
7
月
宋
現
往
で
常

　
絹
労
働
者
を
ー
も
4
入
雇
照
す
る

　
事
業
所
を
対
象
に
錘
月
勤
労
統
計

　
調
登
特
割
調
奮
を
行
い
ま
す
。

◎
賃
金
、
労
働
蒔
間
、
労
働
者
数
の

　
動
向
を
都
道
府
県
劉
に
明
ら
か
に

　
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
調
糞
結

　
果
は
統
計
を
作
る
た
め
に
の
み
使

　
胴
し
ま
す
。

◎
7
月
下
旬
か
ら
調
奮
員
が
お
訪
ね

　
し
ま
す
の
で
、
調
蓋
の
重
要
性
を

　
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

◎
調
奄
対
象
地
域

　
松
之
山
・
兎
口
・
光
間
・
新
山
．

　
下
川
手
・
湯
山
・
黒
倉
・
上
川
手

　
　
以
上
8
集
落
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
曝
統
計
課

　
燈
0
2
5
…
2
8
5
－
5
5
1
王

　
　
　
内
線
2
4
3
6
～
8

第
艇
回

　
“
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
”

　
毎
隼
7
月
は
、
　
”
社
会
を
明
る
く

　
す
る
運
動
”
の
強
調
月
間
で
す
。

　
　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
圏
昆
が

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
カ
を
合

　
わ
せ
て
、
犯
罪
や
雰
行
の
防
血
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
暖

か
い
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
、
犯
罪
や

葬
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
運
動
で
す
。

　
本
年
度
の
重
点
開
標
は
、

「
少
年
の
非
行
防
丘
と
更
生
の
た
め
、

地
域
住
戻
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
」

で
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
社
会
か
ら
葬
行
に

定
る
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
一
人
一

人
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

不
幸
に
し
て
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の

更
隻
を
援
助
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
マ
ン
パ
ワ
ー

　
　
　
　
　
講
習
会

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
三
級
課
程

の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
受
講
対
象
者

　
①
現
に
在
懲
介
護
を
行
っ
て
い
る

　
方
　
②
往
篭
介
護
業
務
に
従
事
を

　
希
望
す
る
方
　
③
介
護
業
務
に
熱

　
意
の
あ
る
方

◆
講
習
内
容

　
家
事
援
助
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
…

　
　
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
。
技
術

　
①
講
義
2
爺
間
　
②
輿
技
2
田
間

　
③
実
習
玉
臼
聞
　
合
謙
5
田
間

　
◆
闘
催
地
及
ぴ
期
日

　
　
長
岡
市
鐙
角
6
段
㈱
・
7
撫
㈱

　
　
　
　
　
　
2
0
臼
翻⇒
・
倣
臼
働

　
　
上
越
市
　
9
月
5
獄
鳴
．
6
沼
依

六
冒
町

※
実
習
に
つ
い
て
は
、

ら
n
月
中
旬
ま
で
に
予
定

◆
募
集
人
員

　
各
開
催
地
に
よ
り
3
0
人
～
6
0
人
程

　
度
と
し
ま
す
。

◆
受
講
料
・
教
材
費

　
無
料

◆
申
込
み
方
法

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
幾
名
③

　
生
隼
月
日
④
電
話
番
弩
⑤
職
業
⑥

　
希
望
闘
催
地
を
記
入
の
う
え
、
左

　
記
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
既
、
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
養
成
珊
修
三
級
謙
程
を
修
了
し
て

　
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

◆
申
込
み
期
限

　
7
月
29
日
働
（
当
鷺
消
印
蕎
効
）

◆
申
込
み
（
問
い
禽
わ
せ
）

　
〒
9
5
1

　
　
新
潟
布
東
中
通
一
番
町
八
六

　
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
費
0
2
5
－
2
2
8
－
4
9
9
0

26
β
㈹
。
2
7
闘
㈹
ま
た

は
2
8
黛
㈱

9
月
－
環
㈱
・
2
日
㈱

越
獄
㈲
・
捻
撚
㈹

　
　
　
　
憩
月
下
旬
か

「
．

・
、
乍

るP

鞭蘂

広
域
圏

イ
ベ
ン
ト
情
報

策
里
村
】

　
七
ツ
釜
ま
つ
琴

◆
霞
時
7
月
η
臼
㈲

　
　
　
　
　
午
蔚
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
会
場
中
里
村
田
代
七
ッ
釜

◆
内
　
容
　
水
と
り
神
事
、
神
楽
の

　
　
　
　
　
上
演
、
憲
さ
が
し
、
ジ

　
　
　
　
　
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
腕
相

　
　
　
　
　
撲
大
会
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
七
ツ
釜
ま
つ
り
実
行
委

　
　
　
　
　
翼
会
（
中
麗
栂
役
場
開

　
　
　
　
　
発
課
事
務
局
）

　
厭
0
2
5
7
－
6
3
！
3
1
1
1

【
＋
目
町
童

　
第
獅
園
十
日
町
畜
克
雪
・
利
雪
フ

　
ェ
ア

◆
テ
婆
マ
　
“
と
も
に
す
す
も
う
。

　
　
　
　
　
嚇
克
雪
・
利
雪
・
親
雪
㎞

　
　
　
　
　
時
代
4

◆
会
期
7
月
30
藏
㈹
～
雛
日
領

　
　
　
　
　
の
2
臼
問

◆
会
　
場
　
十
臼
町
市
　
城
ケ
丘
多

　
　
　
　
　
騒
的
広
場
へ
蔚
・
、
了
フ
ン
ド
｝

◆
内
　
容
　
愛
関
連
技
術
．
製
品
な

　
　
　
　
　
ど
の
展
示
・
賊
売

◆
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
毒
役
勝

　
　
　
　
　
克
雪
都
市
計
薩
謙

麿
0
2
5
7
－
5
7
…
3
1
玉
－
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新
築
、
増
改
築
、
取
鯵
壊
し

買
な
ど
家
屋
の
異
動
を
お
籟
ら
せ
く
㎜

だ
毒
い
。

◆
圃
定
資
産
税
は
、
毎
難
一
月
力
ら
、

　
十
二
月
ま
で
の
異
動
分
砿
つ
い
て
㎜

　
翌
年
度
か
ら
諜
税
ム
懸
帳
に
登
録
さ
榊

　
　
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
◆
異
動
家
麗
の
調
べ
は
、
先
譲

　
　
ら
ん
」
で
お
瀬
い
し
ま
し
た
力

　
　
今
後
も
次
の
計
磁
を
さ
れ
る
方
は
、
㎜

　
　
そ
の
つ
ど
早
め
に
お
難
ら
せ
く
だ
．

　
　
さ
い
。

①
新
築
　
②
糟
改
築
　
③
麗
根
改
造
欄

　
④
取
り
壌
し
二
部
ま
た
は
全
部
）

　
⑤
売
翼
　
　
そ
の
惣

　
「
車
魔
」
　
「
付
鵬
家
し
　
門
山
小
騰
し

　
そ
の
他
も
申
沓
し
て
く
だ
さ
七

　
　
後
田
、
確
認
や
評
緬
に
お
飼
い
し
岬

　
ま
す
、
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
税
務
係

　
　
　
費
6
…
3
玉
3
1
内
線
⑳
⑳

漕
挙
ー
§
き
き
ミ
き
き
ー
ー
ー
…
ー
｛
き
き
§
岬

噛
§
噸
話
豊
、
隻
ミ
毎
煙

　
　
　
ザ

　
　
　
岬

　
　
　
艦

　
　
　
脚

　
、
売
㎜

　
　
　
嫌

　
　
　
艀

　
　
　
滑

　
　
　
柑

　
　
　
岬

　
　
　
叶

　
　
　
卿

　
　
　
μ

　
　
　
ザ

　
　
　
㎜

　
　
「
偲

　
§
、
　
酬

　
　
　
　
脚

　
　
　
　
畑

　
　
　
　
継

　
　
　
　
訓

　
　
　
　
群

　
　
　
　
騨

　
　
　
　
僻

　
　
　
　
雌

　
　
　
　
　

　
　
　
　
幽

　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
静

　
　
　
　
榊

　
　
　
　
謂

　
　
　
　
耀

　
を
　
O

　
　
　
　
騨

　
　
　
　
騨

　
　
　
　
副

　
　
　
　
　

　
　
　
　
舳

　
　
　
　
駅卿

　
　
　
　
脚割

　
平
成
5
隼
7
月
2
0
鶏
㈱
～

　
　
　
　
　
　
　
　
8
穏
2
2
貝
㈲

⑪
展
示
期
聞

単
成
6
奪
9
月
M
摺
㈱
～
娼
鷺
㈱

◎
会
　
　
場

　
新
潟
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
募
集
作
贔

　
絵
懸
、
欝
、
響
轟
、
彫
刻
・
彫
塑

◆
出
晶
者
資
格
・
作
贔

　
5
9
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

　
出
繍
巻
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
も
の

　
で
、
来
発
蓑
の
も
の

◆
患
晶
料

　
答
部
閉
一
点
1
、
0
0
0
円
と
し
、

　
　
…
煮
増
す
．
こ
と
紅
5
0
0
円
加
算

　
と
な
り
ま
す
．

　
出
晶
者
は
、
出
贔
串
込
書
を
左
記

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

　
（
財
）
新
潟
県
長
寿
歓
会
振
興
財
溺

　
予
9
5
0
新
潟
市
新
光
購
7
－
2

　
　
県
商
工
会
館
6
階

　
費
0
2
5
－
2
8
5
ー
王
4
0
0

　
応
募
焼
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
住
罠
謙
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地域おこし講演会
購費　時　7月絡臼（土〉午後玉購30分～

醸会　場　照三省小学校体青館（啓倫セミナー

　　　　ハウス｛本脊館〉
　　　　　　　　　　　　　　　ロつ　そ　しニもしニら
磯題これだけ1蜘って鍵たい脅雛症

　　　　の予防

　　　　骨糧籟症とは、どんな人がなりやす

　　　　いのか、その予防（臼常の生活・食

　　　　事その慰〉

礁講　緬　麟際製菓専門学校　懸中溝子先生

　　　　ζ略歴1愛媛票松山市出身・東京都栄

　　　　栄養士会役員　賢臓病食事療法砥究

　　　　会主宰
慮主　催　町公罠館三雀分館

※入場無料・講演の後、質問コーナーもありま

　す。多数ご参簾ください。

年金相談会のお知らせ
　圏戻隼金についてどんなご相談でも結構です。

お気軽にお越しください。

レ鷺　時　7月20伽午育雛0鋳～午後3蒔まで

レ場　斯　役場　2階会議室

〉相談員　上越社会保険事務所　役場圏戻年金係

》問い合わせ　役場蟹艮年金係饗6一鍼雛

第
4
回
新
潟
県
シ
ニ
ア

美
術
展
作
晶
の
募
集

　
筒
齢
餐
の
文
化
活
動
を
侭
進
し
、

作
濤
㎜
を
通
し
て
文
化
の
交
流
を
図
り

ま
す
。

◆
募
集
期
闘

幽
津
南
豊

夏
ト
キ
メ
キ
循
津
爾

　
第
穏
回
津
南
ま
つ
移
闘
催

◆
期
　
臼
　
7
月
30
臼
G⇒
雛
β
㈱
の

　
　
　
　
　
2
臼
間

◆
会
　
場
　
津
南
町
沖
の
原

　
　
　
　
　
中
津
鶏
運
動
公
園

◆
内
　
容
　
か
り
ん
嬢
発
表
会
、
大

　
　
　
　
　
疑
踊
流
し
、
仮
装
大
会

　
　
　
　
　
焉
万
本
の
ひ
ま
わ
り
畑

　
　
　
　
　
で
の
宝
さ
が
し
な
ど

◆
間
い
合
わ
せ

　
　
津
南
購
観
光
協
会

　
　
　
費
6
5
－
3
1
1
1

　
当
町
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

昨
年
に
比
べ
わ
ず
か
で
す
が
贈
加
し

て
お
り
、
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
交
通
事
故
は
、
大
窮
な
人
命
を
奪

い
悲
し
み
と
著
し
み
だ
け
を
残
し
ま

す
。
爾
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
…
ル
と

交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故
を
起
さ

な
い
よ
う
ま
た
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

罫

8
月
1
日
⑧
～
8
月
10
日
㊧

　
　
　
こ
の
夏
は
冷
や
汗

　
　
手
に
汗
か
か
な
い
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ま
し
ょ
う

運
動
の
璽
点

◎
醐
時
停
止
の
励
行

◎
飲
酒
、
過
労
、
高
速
暴
是
運
転
の

　
邊
求

⑨
シ
彗
ト
ベ
ル
墾
の
藩
鶏
の
徹
底

‘5



l
o
り
o
o
F

’4

薬
物
乱
用
防
止

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
凶

　
　
普
及
運
動

　
麻
薬
等
の
薬
物
乱
絹
問
題
は
、
世

界
的
な
広
が
り
を
み
せ
、
深
刻
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
圏
連
で
は
1
9
9
1
年
～
2
0
0

0
年
を
「
圏
連
麻
薬
乱
胴
撲
滅
の
憩

年
」
と
し
て
お
ウ
、
こ
の
支
援
事
業

と
し
て
6
月
2
6
臼
か
ら
7
月
2
5
臼
ま

で
の
酬
カ
月
間
、
全
麟
で
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
孟
普
及
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
麻
薬
・
シ
ン
ナ
ー
・
覚
せ
い
剤
の

翫
溺
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

◎
労
働
省
で
は
、
7
月
宋
現
往
で
常

　
絹
労
働
者
を
ー
も
4
入
雇
照
す
る

　
事
業
所
を
対
象
に
錘
月
勤
労
統
計

　
調
登
特
割
調
奮
を
行
い
ま
す
。

◎
賃
金
、
労
働
蒔
間
、
労
働
者
数
の

　
動
向
を
都
道
府
県
劉
に
明
ら
か
に

　
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
調
糞
結

　
果
は
統
計
を
作
る
た
め
に
の
み
使

　
胴
し
ま
す
。

◎
7
月
下
旬
か
ら
調
奮
員
が
お
訪
ね

　
し
ま
す
の
で
、
調
蓋
の
重
要
性
を

　
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

◎
調
奄
対
象
地
域

　
松
之
山
・
兎
口
・
光
間
・
新
山
．

　
下
川
手
・
湯
山
・
黒
倉
・
上
川
手

　
　
以
上
8
集
落
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
曝
統
計
課

　
燈
0
2
5
…
2
8
5
－
5
5
1
王

　
　
　
内
線
2
4
3
6
～
8

第
艇
回

　
“
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
”

　
毎
隼
7
月
は
、
　
”
社
会
を
明
る
く

　
す
る
運
動
”
の
強
調
月
間
で
す
。

　
　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
圏
昆
が

　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
カ
を
合

　
わ
せ
て
、
犯
罪
や
雰
行
の
防
血
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
に
暖

か
い
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
、
犯
罪
や

葬
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
運
動
で
す
。

　
本
年
度
の
重
点
開
標
は
、

「
少
年
の
非
行
防
丘
と
更
生
の
た
め
、

地
域
住
戻
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
」

で
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
社
会
か
ら
葬
行
に

定
る
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
一
人
一

人
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

不
幸
に
し
て
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の

更
隻
を
援
助
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
マ
ン
パ
ワ
ー

　
　
　
　
　
講
習
会

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
三
級
課
程

の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
受
講
対
象
者

　
①
現
に
在
懲
介
護
を
行
っ
て
い
る

　
方
　
②
往
篭
介
護
業
務
に
従
事
を

　
希
望
す
る
方
　
③
介
護
業
務
に
熱

　
意
の
あ
る
方

◆
講
習
内
容

　
家
事
援
助
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
…

　
　
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
。
技
術

　
①
講
義
2
爺
間
　
②
輿
技
2
田
間

　
③
実
習
玉
臼
聞
　
合
謙
5
田
間

　
◆
闘
催
地
及
ぴ
期
日

　
　
長
岡
市
鐙
角
6
段
㈱
・
7
撫
㈱

　
　
　
　
　
　
2
0
臼
翻⇒
・
倣
臼
働

　
　
上
越
市
　
9
月
5
獄
鳴
．
6
沼
依

六
冒
町

※
実
習
に
つ
い
て
は
、

ら
n
月
中
旬
ま
で
に
予
定

◆
募
集
人
員

　
各
開
催
地
に
よ
り
3
0
人
～
6
0
人
程

　
度
と
し
ま
す
。

◆
受
講
料
・
教
材
費

　
無
料

◆
申
込
み
方
法

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
幾
名
③

　
生
隼
月
日
④
電
話
番
弩
⑤
職
業
⑥

　
希
望
闘
催
地
を
記
入
の
う
え
、
左

　
記
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
既
、
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
養
成
珊
修
三
級
謙
程
を
修
了
し
て

　
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

◆
申
込
み
期
限

　
7
月
29
日
働
（
当
鷺
消
印
蕎
効
）

◆
申
込
み
（
問
い
禽
わ
せ
）

　
〒
9
5
1

　
　
新
潟
布
東
中
通
一
番
町
八
六

　
　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
費
0
2
5
－
2
2
8
－
4
9
9
0

26
β
㈹
。
2
7
闘
㈹
ま
た

は
2
8
黛
㈱

9
月
－
環
㈱
・
2
日
㈱

越
獄
㈲
・
捻
撚
㈹

　
　
　
　
憩
月
下
旬
か

「
．

・
、
乍

るP

鞭蘂

広
域
圏

イ
ベ
ン
ト
情
報

策
里
村
】

　
七
ツ
釜
ま
つ
琴

◆
霞
時
7
月
η
臼
㈲

　
　
　
　
　
午
蔚
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
会
場
中
里
村
田
代
七
ッ
釜

◆
内
　
容
　
水
と
り
神
事
、
神
楽
の

　
　
　
　
　
上
演
、
憲
さ
が
し
、
ジ

　
　
　
　
　
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
腕
相

　
　
　
　
　
撲
大
会
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
七
ツ
釜
ま
つ
り
実
行
委

　
　
　
　
　
翼
会
（
中
麗
栂
役
場
開

　
　
　
　
　
発
課
事
務
局
）

　
厭
0
2
5
7
－
6
3
！
3
1
1
1

【
＋
目
町
童

　
第
獅
園
十
日
町
畜
克
雪
・
利
雪
フ

　
ェ
ア

◆
テ
婆
マ
　
“
と
も
に
す
す
も
う
。

　
　
　
　
　
嚇
克
雪
・
利
雪
・
親
雪
㎞

　
　
　
　
　
時
代
4

◆
会
期
7
月
30
藏
㈹
～
雛
日
領

　
　
　
　
　
の
2
臼
問

◆
会
　
場
　
十
臼
町
市
　
城
ケ
丘
多

　
　
　
　
　
騒
的
広
場
へ
蔚
・
、
了
フ
ン
ド
｝

◆
内
　
容
　
愛
関
連
技
術
．
製
品
な

　
　
　
　
　
ど
の
展
示
・
賊
売

◆
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
毒
役
勝

　
　
　
　
　
克
雪
都
市
計
薩
謙

麿
0
2
5
7
－
5
7
…
3
1
玉
－
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新
築
、
増
改
築
、
取
鯵
壊
し

買
な
ど
家
屋
の
異
動
を
お
籟
ら
せ
く
㎜

だ
毒
い
。

◆
圃
定
資
産
税
は
、
毎
難
一
月
力
ら
、

　
十
二
月
ま
で
の
異
動
分
砿
つ
い
て
㎜

　
翌
年
度
か
ら
諜
税
ム
懸
帳
に
登
録
さ
榊

　
　
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
◆
異
動
家
麗
の
調
べ
は
、
先
譲

　
　
ら
ん
」
で
お
瀬
い
し
ま
し
た
力

　
　
今
後
も
次
の
計
磁
を
さ
れ
る
方
は
、
㎜

　
　
そ
の
つ
ど
早
め
に
お
難
ら
せ
く
だ
．

　
　
さ
い
。

①
新
築
　
②
糟
改
築
　
③
麗
根
改
造
欄

　
④
取
り
壌
し
二
部
ま
た
は
全
部
）

　
⑤
売
翼
　
　
そ
の
惣

　
「
車
魔
」
　
「
付
鵬
家
し
　
門
山
小
騰
し

　
そ
の
他
も
申
沓
し
て
く
だ
さ
七

　
　
後
田
、
確
認
や
評
緬
に
お
飼
い
し
岬

　
ま
す
、
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
税
務
係

　
　
　
費
6
…
3
玉
3
1
内
線
⑳
⑳

漕
挙
ー
§
き
き
ミ
き
き
ー
ー
ー
…
ー
｛
き
き
§
岬

噛
§
噸
話
豊
、
隻
ミ
毎
煙

　
　
　
ザ

　
　
　
岬

　
　
　
艦

　
　
　
脚

　
、
売
㎜

　
　
　
嫌

　
　
　
艀

　
　
　
滑

　
　
　
柑

　
　
　
岬

　
　
　
叶

　
　
　
卿

　
　
　
μ

　
　
　
ザ

　
　
　
㎜

　
　
「
偲

　
§
、
　
酬

　
　
　
　
脚

　
　
　
　
畑

　
　
　
　
継

　
　
　
　
訓

　
　
　
　
群

　
　
　
　
騨

　
　
　
　
僻

　
　
　
　
雌

　
　
　
　
　

　
　
　
　
幽

　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
静

　
　
　
　
榊

　
　
　
　
謂

　
　
　
　
耀

　
を
　
O

　
　
　
　
騨

　
　
　
　
騨

　
　
　
　
副

　
　
　
　
　

　
　
　
　
舳

　
　
　
　
駅卿

　
　
　
　
脚割

　
平
成
5
隼
7
月
2
0
鶏
㈱
～

　
　
　
　
　
　
　
　
8
穏
2
2
貝
㈲

⑪
展
示
期
聞

単
成
6
奪
9
月
M
摺
㈱
～
娼
鷺
㈱

◎
会
　
　
場

　
新
潟
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
募
集
作
贔

　
絵
懸
、
欝
、
響
轟
、
彫
刻
・
彫
塑

◆
出
晶
者
資
格
・
作
贔

　
5
9
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

　
出
繍
巻
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
も
の

　
で
、
来
発
蓑
の
も
の

◆
患
晶
料

　
答
部
閉
一
点
1
、
0
0
0
円
と
し
、

　
　
…
煮
増
す
．
こ
と
紅
5
0
0
円
加
算

　
と
な
り
ま
す
．

　
出
晶
者
は
、
出
贔
串
込
書
を
左
記

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先

　
（
財
）
新
潟
県
長
寿
歓
会
振
興
財
溺

　
予
9
5
0
新
潟
市
新
光
購
7
－
2

　
　
県
商
工
会
館
6
階

　
費
0
2
5
－
2
8
5
ー
王
4
0
0

　
応
募
焼
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
住
罠
謙
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地域おこし講演会
購費　時　7月絡臼（土〉午後玉購30分～

醸会　場　照三省小学校体青館（啓倫セミナー

　　　　ハウス｛本脊館〉
　　　　　　　　　　　　　　　ロつ　そ　しニもしニら
磯題これだけ1蜘って鍵たい脅雛症

　　　　の予防

　　　　骨糧籟症とは、どんな人がなりやす

　　　　いのか、その予防（臼常の生活・食

　　　　事その慰〉

礁講　緬　麟際製菓専門学校　懸中溝子先生

　　　　ζ略歴1愛媛票松山市出身・東京都栄

　　　　栄養士会役員　賢臓病食事療法砥究

　　　　会主宰
慮主　催　町公罠館三雀分館

※入場無料・講演の後、質問コーナーもありま

　す。多数ご参簾ください。

年金相談会のお知らせ
　圏戻隼金についてどんなご相談でも結構です。

お気軽にお越しください。

レ鷺　時　7月20伽午育雛0鋳～午後3蒔まで

レ場　斯　役場　2階会議室

〉相談員　上越社会保険事務所　役場圏戻年金係

》問い合わせ　役場蟹艮年金係饗6一鍼雛

第
4
回
新
潟
県
シ
ニ
ア

美
術
展
作
晶
の
募
集

　
筒
齢
餐
の
文
化
活
動
を
侭
進
し
、

作
濤
㎜
を
通
し
て
文
化
の
交
流
を
図
り

ま
す
。

◆
募
集
期
闘

幽
津
南
豊

夏
ト
キ
メ
キ
循
津
爾

　
第
穏
回
津
南
ま
つ
移
闘
催

◆
期
　
臼
　
7
月
30
臼
G⇒
雛
β
㈱
の

　
　
　
　
　
2
臼
間

◆
会
　
場
　
津
南
町
沖
の
原

　
　
　
　
　
中
津
鶏
運
動
公
園

◆
内
　
容
　
か
り
ん
嬢
発
表
会
、
大

　
　
　
　
　
疑
踊
流
し
、
仮
装
大
会

　
　
　
　
　
焉
万
本
の
ひ
ま
わ
り
畑

　
　
　
　
　
で
の
宝
さ
が
し
な
ど

◆
間
い
合
わ
せ

　
　
津
南
購
観
光
協
会

　
　
　
費
6
5
－
3
1
1
1

　
当
町
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

昨
年
に
比
べ
わ
ず
か
で
す
が
贈
加
し

て
お
り
、
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
交
通
事
故
は
、
大
窮
な
人
命
を
奪

い
悲
し
み
と
著
し
み
だ
け
を
残
し
ま

す
。
爾
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
…
ル
と

交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故
を
起
さ

な
い
よ
う
ま
た
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

罫

8
月
1
日
⑧
～
8
月
10
日
㊧

　
　
　
こ
の
夏
は
冷
や
汗

　
　
手
に
汗
か
か
な
い
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ま
し
ょ
う

運
動
の
璽
点

◎
醐
時
停
止
の
励
行

◎
飲
酒
、
過
労
、
高
速
暴
是
運
転
の

　
邊
求

⑨
シ
彗
ト
ベ
ル
墾
の
藩
鶏
の
徹
底
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松之山温泉スキー場

臨時従業員募集

　入込客が年々増加している松之

山温泉スキー場の臨鋳従業貴を募

集します。

〉職　種　スキー場リフト、圧雪

　　　　　従業員、パトロール要

　　　　　員

〉採用人黄　鎗名程度

〉雇用期間　平成6年i2月賛ヨか

　　　　　ら平成7年3月3王日

〉受付期閥　7月3蝦まで

〉申込み先　履歴書1通を持参の

　　　　　上、役場総務課行政｛系

　　　　　へ串し込んでください。

〉問い合わせ先

　　　　　役場振興課商工観光係

　　　　　奮6－313玉

職員募集松之山田

●職　　　種一般事務

●採馬予定人員　2名

●受験資格
　昭率臼畦5‘年4月2臼力・ら昭和52年4月ユ段までに生まれた者

　　で、平成7年3月卒業見込みの者を含む。

●試験β時及び試験会場

　（1）第簾次試験

　　○試験臼　平成6年9月188（日曜段1

　　0試験場　察立高田工業高等学校〈上越斎本城町〉

　　○方　法　一般知識の筆記試験並び1こ作文試験

　　o’合格発表　平成6年玉0月まこ旬に発表し、合格者に通1矯し

　　　ます。

〈2〉第2次試験

　　○方　法　第王次試験合格者に対し、面接試験、身体検套

　　　を実施します。

　　○試験臼及び試験場

　　　　　　平成6葎憩月下旬頃、松之山晦で実施します。

●申込み方法

　役場の総務諜行政係に受験申込馬紙を請求してください。

○受付期問

　平成6年7月8臼（金曜臼）から平成6年8月三2田（金曜臼）

　まで。

　詳しくは、役場総務課行政係までお問い台わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費6－3ま3玉

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

　
二
の
た
び
道
路
交
通
法
が
｝
部
敬

正
さ
れ
、
平
成
六
年
五
月
十
臼
よ
鱗

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
改
正

道
路
交
通
法
の
う
ち
、
運
転
免
警
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
お
矩
ら
せ
し

ま
す
。

有
効
期
間
が
最
長
五
隼
に

　
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
簸
の
鳶

効
期
間
が
、
現
行
の
三
年
か
ら
五
隼

に
蓮
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
リ
ッ
ト
制
の
対
象
と
な
る
優
良

ド
ラ
イ
バ
…
は
、
免
許
歴
八
年
以
上

で
、
過
去
三
年
以
上
無
違
反
の
ド
ラ

イ
バ
ー
で
す
。

二
隼
後
（
平
成
八
年
五
月
十
蟹
）

か
ら
は
、
免
許
歴
五
年
以
上
で
、

過
芸
五
年
以
上
無
違
及
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
と

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
免
許
証
の
蕎
効
期
間
は
、

更
新
臼
な
ど
に
お
け
る
年
齢
に
応
じ
、

七
〇
歳
牽
満
の
人
は
五
年
、
七
〇
歳

の
人
は
照
年
、
七
十
一
歳
以
上
の
人

は
三
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

更
新
時
に
講
習
を
義
務
化

　
更
新
免
許
証
の
蕎
効
期
問
に
メ
リ

ッ
ト
鋼
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
と
も

な
い
、
更
新
時
講
習
が
義
務
化
さ
れ
、

新
た
に
更
新
時
講
習
手
数
料
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
正
蔚
に

は
一
律
二
、
八
○
○
円
だ
っ
た
更
新

手
数
料
が
、
改
正
後
は
免
許
更
新
手

数
料
二
、
二
〇
〇
円
に
更
新
時
講
習

手
数
料
（
一
、
七
〇
〇
円
以
下
〉
を

プ
ラ
ス
し
た
料
金
が
必
要
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
今
回
の
改
正
の
一
つ
に
、

公
安
婆
翼
会
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
磁
対

し
、
免
許
更
新
期
問
な
ど
の
通
知
サ

ー
ビ
ス
の
愚
入
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。

　
免
許
証
更
新
時
の
通
知
に
つ
い
て

　
は
、
い
ま
ま
で
郡
交
通
安
全
協
会

　
か
ら
通
短
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

　
後
は
県
公
安
婁
員
会
と
県
交
通
安

　
全
協
会
よ
り
通
知
さ
れ
ま
す
。

郡
交
安
協
に
写
真
機
設
置

　
郡
交
通
安
全
協
会
で
は
、
こ
の
ほ

ど
警
察
署
内
に
写
輿
機
を
設
置
し
ま

し
た
。
ま
た
、
収
入
証
紙
も
罵
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
免
許
証
を
持
参

い
た
だ
け
れ
ば
更
新
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
。
叡
お
、
更
新
時
に
は
郡
交

通
安
全
協
会
費
も
納
入
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
会
費
〉
五
年
の
方
・
二
、
○
○
○
円

　
　
三
～
照
年
の
方
・
一
、
五
〇
〇
円

園園目圏囲圃團凹・、3
銀
座
で
“
磁
ん
ぽ
”
写
真
展

　
先
月
畢
で
お
知
ら
せ
し
た
イ
ギ
リ

ス
・
人
写
心
興
家
ジ
瀞
二
ー
・
ハ
イ
マ
ス

氏
の
呪
た
ん
ぽ
輪
写
真
展
が
、
六
月

二
十
一
繍
に
銀
座
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
で

闘
か
れ
ま
し
た
瀞
初
鎖
に
は
、
平
由

知
箏
も
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
重
百
に
は
醗
振
興
課

か
ら
も
二
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
写
真
①
は
、
そ
の
蒋
の
ハ
イ
ツ
、
ス

氏
漸
二
緒
に
撮
つ
た
も
の
で
す
、

　
七
蟹
問
の
人
轟
は
、
三
、
烈
○
…

人
と
岡
所
で
の
写
輿
展
で
は
過
去
最

蕩
の
記
録
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
　
噛
た

ん
ぼ
隔
へ
の
関
心
の
齎
隅
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

町
村
東
窟
事
務
所
会
議

　
六
月
二
十
三
臓
、
全
圏
購
栂
心
果
論
駅

事
務
所
連
絡
会
が
、
全
團
東
憩
購
の

ア
ン
テ
ナ
シ
欝
ッ
プ
T
O
W
A
で
闘

ん
厩

穿
熟箏

・

葡裕
鷺

｝ジ翌二・一・ハイマス氏との記念撮影

か
れ
家
し
た
、

　
こ
れ
は
、
町
村
の
東
寒
纂
務
所
職

鰻
が
集
ま
っ
て
憐
報
交
換
、
講
師
を

迎
え
て
研
修
会
、
先
進
地
槻
察
な
ど

の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
懸
は

今
年
度
第
一
翻
餓
で
、
纂
業
計
顧
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

瓢
宿
で
企
業
説
明
会

　
瓢
十
五
瞬
二
一
十
六
露
の
爾
資
新

宿
で
㈱
新
潟
県
雇
用
環
境
整
備
財
鑓

主
爆
に
よ
る
「
U
タ
ー
ン
就
職
希
望

暫
禽
同
企
業
説
明
会
」
及
び
「
上
越

地
域
フ
ェ
ア
」
と
し
て
各
帯
町
紺
の

特
産
舐
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
②
）
U
タ
ー
ン
就
職
説
明
会

に
は
、
今
の
就
職
難
を
反
映
し
て
か
、

ス
；
ツ
姿
の
掌
生
が
多
数
訪
れ
て
い

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
東
頸
出
身

餐
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
　
　
　
（
東
蘇
事
務
所
　
橿
原
〉

②新竃での特産品顛売

ま
つ
の
や
ま
文
芸
㎜

短
　
歌

咲
き
誇
る
牡
丹
の
色
に
疲
れ
見
ゆ

　
　
　
　
花
の
命
の
あ
な
つ
き
な
ん
と

初
擦
ぎ
の
胡
瓜
二
本
を
鍛
に
の
せ

　
　
　
　
あ
の
世
の
父
母
に
供
へ
る
朝
（
あ
し
た
）

梅
雨
の
夜
は
気
ま
ま
に
読
み
し
良
寛
の

　
　
　
　
歌
も
気
ま
ま
や
そ
の
生
き
方
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
鉱
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
き
　
　
　
　
だ

　
拷
、
　
樗

孫
の
風
邪
召
集
令
が
妻
へ
来
る

そ
こ
の
鮎
う
ま
い
も
の
に
は
紐
が
つ
く

ナ
…
ス
よ
り
最
期
に
妻
の
手
を
握
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
倉
草
層
正
孝
（
幽
枚
佃
）

柳
友
悸
品
紹
介

特
急
も
鈍
行
も
着
く
弥
陀
の
膝
　
　
　
　
　
　
雷
　
中

罪
で
す
か
胸
に
住
ん
で
る
遠
い
影
　
　
　
　
　
幸
　
子

さ
く
ら
ん
ぼ
の
せ
る
と
は
し
ゃ
ぎ
だ
す
料
理
　
富
美
子

男
と
は
厄
介
な
も
の
酒
が
要
る
　
　
　
　
　
　
福
　
田

贋
臓
に
逢
っ
て
’
献
捧
げ
た
い
　
　
　
　
　
大
　
木

◎皆港んのご寄稿をお籍ちしております

奏
γ
β
擢
け

苫
り
姫
ヒ
働
し
星
が

く
駄
え
う
ん
か
虜

合言葉
昭和53年7月24段制定

　わたしたちは松之山町民です。

郷土を愛し、みんなでよりよい

町づくりをしよう

1、美しい緑と雪の中で

　　心豊かな人になろう

1、ブナの棺が触れ合うように

　　連帯の心をもとう

　　　　　　　ゆ
1、湧きいづる温泉のように

　　創造の力を高めよう

躍9ブナ圏アカシ3ウビン

翻シラネアオイ
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松之山温泉スキー場

臨時従業員募集

　入込客が年々増加している松之

山温泉スキー場の臨鋳従業貴を募

集します。

〉職　種　スキー場リフト、圧雪

　　　　　従業員、パトロール要

　　　　　員

〉採用人黄　鎗名程度

〉雇用期間　平成6年i2月賛ヨか

　　　　　ら平成7年3月3王日

〉受付期閥　7月3蝦まで

〉申込み先　履歴書1通を持参の

　　　　　上、役場総務課行政｛系

　　　　　へ串し込んでください。

〉問い合わせ先

　　　　　役場振興課商工観光係

　　　　　奮6－313玉

職員募集松之山田

●職　　　種一般事務

●採馬予定人員　2名

●受験資格
　昭率臼畦5‘年4月2臼力・ら昭和52年4月ユ段までに生まれた者

　　で、平成7年3月卒業見込みの者を含む。

●試験β時及び試験会場

　（1）第簾次試験

　　○試験臼　平成6年9月188（日曜段1

　　0試験場　察立高田工業高等学校〈上越斎本城町〉

　　○方　法　一般知識の筆記試験並び1こ作文試験

　　o’合格発表　平成6年玉0月まこ旬に発表し、合格者に通1矯し

　　　ます。

〈2〉第2次試験

　　○方　法　第王次試験合格者に対し、面接試験、身体検套

　　　を実施します。

　　○試験臼及び試験場

　　　　　　平成6葎憩月下旬頃、松之山晦で実施します。

●申込み方法

　役場の総務諜行政係に受験申込馬紙を請求してください。

○受付期問

　平成6年7月8臼（金曜臼）から平成6年8月三2田（金曜臼）

　まで。

　詳しくは、役場総務課行政係までお問い台わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　費6－3ま3玉

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

　
二
の
た
び
道
路
交
通
法
が
｝
部
敬

正
さ
れ
、
平
成
六
年
五
月
十
臼
よ
鱗

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
改
正

道
路
交
通
法
の
う
ち
、
運
転
免
警
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
お
矩
ら
せ
し

ま
す
。

有
効
期
間
が
最
長
五
隼
に

　
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の
免
許
簸
の
鳶

効
期
間
が
、
現
行
の
三
年
か
ら
五
隼

に
蓮
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
リ
ッ
ト
制
の
対
象
と
な
る
優
良

ド
ラ
イ
バ
…
は
、
免
許
歴
八
年
以
上

で
、
過
去
三
年
以
上
無
違
反
の
ド
ラ

イ
バ
ー
で
す
。

二
隼
後
（
平
成
八
年
五
月
十
蟹
）

か
ら
は
、
免
許
歴
五
年
以
上
で
、

過
芸
五
年
以
上
無
違
及
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
と

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
免
許
証
の
蕎
効
期
間
は
、

更
新
臼
な
ど
に
お
け
る
年
齢
に
応
じ
、

七
〇
歳
牽
満
の
人
は
五
年
、
七
〇
歳

の
人
は
照
年
、
七
十
一
歳
以
上
の
人

は
三
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

更
新
時
に
講
習
を
義
務
化

　
更
新
免
許
証
の
蕎
効
期
問
に
メ
リ

ッ
ト
鋼
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
と
も

な
い
、
更
新
時
講
習
が
義
務
化
さ
れ
、

新
た
に
更
新
時
講
習
手
数
料
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
正
蔚
に

は
一
律
二
、
八
○
○
円
だ
っ
た
更
新

手
数
料
が
、
改
正
後
は
免
許
更
新
手

数
料
二
、
二
〇
〇
円
に
更
新
時
講
習

手
数
料
（
一
、
七
〇
〇
円
以
下
〉
を

プ
ラ
ス
し
た
料
金
が
必
要
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
今
回
の
改
正
の
一
つ
に
、

公
安
婆
翼
会
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
磁
対

し
、
免
許
更
新
期
問
な
ど
の
通
知
サ

ー
ビ
ス
の
愚
入
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。

　
免
許
証
更
新
時
の
通
知
に
つ
い
て

　
は
、
い
ま
ま
で
郡
交
通
安
全
協
会

　
か
ら
通
短
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

　
後
は
県
公
安
婁
員
会
と
県
交
通
安

　
全
協
会
よ
り
通
知
さ
れ
ま
す
。

郡
交
安
協
に
写
真
機
設
置

　
郡
交
通
安
全
協
会
で
は
、
こ
の
ほ

ど
警
察
署
内
に
写
輿
機
を
設
置
し
ま

し
た
。
ま
た
、
収
入
証
紙
も
罵
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
免
許
証
を
持
参

い
た
だ
け
れ
ば
更
新
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
。
叡
お
、
更
新
時
に
は
郡
交

通
安
全
協
会
費
も
納
入
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
会
費
〉
五
年
の
方
・
二
、
○
○
○
円

　
　
三
～
照
年
の
方
・
一
、
五
〇
〇
円

園園目圏囲圃團凹・、3
銀
座
で
“
磁
ん
ぽ
”
写
真
展

　
先
月
畢
で
お
知
ら
せ
し
た
イ
ギ
リ

ス
・
人
写
心
興
家
ジ
瀞
二
ー
・
ハ
イ
マ
ス

氏
の
呪
た
ん
ぽ
輪
写
真
展
が
、
六
月

二
十
一
繍
に
銀
座
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
で

闘
か
れ
ま
し
た
瀞
初
鎖
に
は
、
平
由

知
箏
も
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
重
百
に
は
醗
振
興
課

か
ら
も
二
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
写
真
①
は
、
そ
の
蒋
の
ハ
イ
ツ
、
ス

氏
漸
二
緒
に
撮
つ
た
も
の
で
す
、

　
七
蟹
問
の
人
轟
は
、
三
、
烈
○
…

人
と
岡
所
で
の
写
輿
展
で
は
過
去
最

蕩
の
記
録
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
　
噛
た

ん
ぼ
隔
へ
の
関
心
の
齎
隅
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

町
村
東
窟
事
務
所
会
議

　
六
月
二
十
三
臓
、
全
圏
購
栂
心
果
論
駅

事
務
所
連
絡
会
が
、
全
團
東
憩
購
の

ア
ン
テ
ナ
シ
欝
ッ
プ
T
O
W
A
で
闘

ん
厩

穿
熟箏

・

葡裕
鷺

｝ジ翌二・一・ハイマス氏との記念撮影

か
れ
家
し
た
、

　
こ
れ
は
、
町
村
の
東
寒
纂
務
所
職

鰻
が
集
ま
っ
て
憐
報
交
換
、
講
師
を

迎
え
て
研
修
会
、
先
進
地
槻
察
な
ど

の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
懸
は

今
年
度
第
一
翻
餓
で
、
纂
業
計
顧
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

瓢
宿
で
企
業
説
明
会

　
瓢
十
五
瞬
二
一
十
六
露
の
爾
資
新

宿
で
㈱
新
潟
県
雇
用
環
境
整
備
財
鑓

主
爆
に
よ
る
「
U
タ
ー
ン
就
職
希
望

暫
禽
同
企
業
説
明
会
」
及
び
「
上
越

地
域
フ
ェ
ア
」
と
し
て
各
帯
町
紺
の

特
産
舐
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
②
）
U
タ
ー
ン
就
職
説
明
会

に
は
、
今
の
就
職
難
を
反
映
し
て
か
、

ス
；
ツ
姿
の
掌
生
が
多
数
訪
れ
て
い

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
東
頸
出
身

餐
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
　
　
　
（
東
蘇
事
務
所
　
橿
原
〉

②新竃での特産品顛売

ま
つ
の
や
ま
文
芸
㎜

短
　
歌

咲
き
誇
る
牡
丹
の
色
に
疲
れ
見
ゆ

　
　
　
　
花
の
命
の
あ
な
つ
き
な
ん
と

初
擦
ぎ
の
胡
瓜
二
本
を
鍛
に
の
せ

　
　
　
　
あ
の
世
の
父
母
に
供
へ
る
朝
（
あ
し
た
）

梅
雨
の
夜
は
気
ま
ま
に
読
み
し
良
寛
の

　
　
　
　
歌
も
気
ま
ま
や
そ
の
生
き
方
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
鉱
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
き
　
　
　
　
だ

　
拷
、
　
樗

孫
の
風
邪
召
集
令
が
妻
へ
来
る

そ
こ
の
鮎
う
ま
い
も
の
に
は
紐
が
つ
く

ナ
…
ス
よ
り
最
期
に
妻
の
手
を
握
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
倉
草
層
正
孝
（
幽
枚
佃
）

柳
友
悸
品
紹
介

特
急
も
鈍
行
も
着
く
弥
陀
の
膝
　
　
　
　
　
　
雷
　
中

罪
で
す
か
胸
に
住
ん
で
る
遠
い
影
　
　
　
　
　
幸
　
子

さ
く
ら
ん
ぼ
の
せ
る
と
は
し
ゃ
ぎ
だ
す
料
理
　
富
美
子

男
と
は
厄
介
な
も
の
酒
が
要
る
　
　
　
　
　
　
福
　
田

贋
臓
に
逢
っ
て
’
献
捧
げ
た
い
　
　
　
　
　
大
　
木

◎皆港んのご寄稿をお籍ちしております

奏
γ
β
擢
け

苫
り
姫
ヒ
働
し
星
が

く
駄
え
う
ん
か
虜

合言葉
昭和53年7月24段制定

　わたしたちは松之山町民です。

郷土を愛し、みんなでよりよい

町づくりをしよう

1、美しい緑と雪の中で

　　心豊かな人になろう

1、ブナの棺が触れ合うように

　　連帯の心をもとう

　　　　　　　ゆ
1、湧きいづる温泉のように

　　創造の力を高めよう

躍9ブナ圏アカシ3ウビン

翻シラネアオイ
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藻松之繊轟轟繊，繊綴灘灘磁撚鍵灘＿膿灘羅磁謀隷蕪麟

　　聾萎

繭麗

妻

蕊灘滋
　窪

囲囲麟今月号のぺ一ジ麗囲囲

郷商工会アンケート集計結果・…ゆ・……2～3

カメラで追う町罠体育大会…………曹∴4～5

行政ニュースー…一…一曹・一一・…6～7

わだい・フォト」……・………一・……一8～9

フレッシュ、楡快な仲間………一・…菊～n

生涯学習惰報（湯・米・心）・一…一12～13

お籟らせ、情報………一…’…’…’』…’掻～15

募集、東京事務所だより・・…一………46～17

ぼくの絵・わたしの絵・……………・………娼

現在、松之山撚糸さんでは織物を修正する仕事を主に行

っています。また、工場の2階では「よしざわ友禅松之出

二£場」として3名の方が手描作業を行っていました。

稀の鰭は、鰍線沿織こ飯露で20幅嫉ヒの方が

いるそうですが、その中で松之由が一番古く24年だそうで

す。また、技術面でもトップクラスとのことでした。

　作業は、絹の布地に綱い線で下書きされた絵柄に色を入

れて行くという大変に緬かな仕事です。手描の難しいとこ

ろは「手早くしないと色が変わってしまうこと。夏と冬で

はその描き方も違うこと。」だそうです。i反の反物を描き

上げるに難しい物で、1週闘はかかるとのことでしたが、

それだけに完成したときの喜び駄きレ壮話していました・

、、呂軍活．、螺偽．瞳亭紅、

嚢輸聯 1温泉センター1翠の湯

7月
璽4日

　28日
肇5日

　29日

8月
”日

　25日 無休

駄
屯・1’i

癖圏圃圏一
おめ欝驚《翻艦》

翔太ちゃん　栂1！赴峠1さん媛．男

　　　　北浦照〈かめや〉
蘇霞ちゃん　轟、橋秀樹さん叢女

　　　　1天水擶（禽〉

お《幣ゐ《鶴愈》

樋1．1サダさん　　8｛タ歳

　　　　 兎鑓（坂中）

騰谷一一敏さん　　　56歳

　　　　，磁禽（中村）
剥珪治三三郎さん　65歳

　　　　紘・浦磁（中）
久保田’スさん　85歳

　　　　藤療　（磁1丸麗〉
佐三藤未太郎さん　66歳

　　　　天水越（、楽撚）

（柱年月ID

『
）｛3畢

一
撫

●6

¢・6・20

尉
8

寿
働

年
6

亡
・

死
6

（

6・6・19

6・6・20

6。6・26

※6月王鶏から30総まで0）掻出分ですα

※広報に載せてほしくない方は、属繍のとき

に窓1貰にお話しくださいぴ

　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　6・6・27

　肇　年
蔑橋良嫡〈ん

（天水島山本〉

　2　隼

高橋友浩くん

（湯本慶屋）

　　　　がけにのぽったよ／

櫓難鷺∵認∴D

纏騒羅擢1雛

　　　　　玉　　入　　れ

儲瓢鵯翻錨）

▼
6
月
の

　
－
鼎

　
5
鷺

β農で6簸斑地購購町集町地衛で
　業）月人・区消総溝落探区盆き

認義
ジ凋瞳」髪

〔
一今月号の蓑紙　　　　　　、

　今∫1は、ゆきぐに森趣組倉で働
　く皆さんの職場へお郷魔しました。
　皆乍叢移鍬始は、　＄鋒寺め・らとのこと

　でしたが、作婁場に到麟するなワ
　翠・速に．藁刈り機のエンジンを娘勒

　し、作叢が、嫡まりましたΦ

藤響欝／

編
集
後
記

　
よ
う
や
く
得
ち
に
待
っ
た
繭
が
隣

り
ま
し
た
。
雨
を
待
っ
て
い
た
の
は

人
闘
だ
け
で
な
・
＼
櫨
物
や
鳥
も
岡

じ
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
ゆ
▼
山
を
歩

く
と
轡
魯
の
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
が
雨
に

濡
れ
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
や
は

り
、
ア
ジ
サ
イ
は
梅
爾
縛
が
よ
く
お

似
舎
い
の
よ
う
で
す
、
▼
梅
雨
ン
碁

う
と
こ
の
時
期
に
楽
し
み
な
も
の
が

あ
り
ま
す
、
そ
れ
は
、
町
の
鳥
ア
カ

シ
翼
ウ
ビ
ン
の
鱒
り
が
聞
ア
）
、
激
る
と

需
う
こ
と
で
す
．
今
葎
は
、
い
つ
に

な
く
た
く
さ
ん
の
簿
が
聞
か
れ
で
い

壽
す
。

一町の動き　　　一、

　　　5月ま鷺現二窪

　総人鷺3，599人（一3）

　　男i，744人←一2）

　　女王，855人（一支）

　鍵帯数1，播5戸（＋1〉

！、2璽聾i璽」
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